
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長浜市地域福祉活動計画推進委員会資料 

 

 

長浜市地域福祉活動計画 

 

事業評価シート 

 

平成２７年度 年間 
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基本目標１ おせんどさんの地域づくり［地域の絆で安心して暮らせる地域づくり］ 

①地域の絆づくり 

Ｐ． １ 地区社協交流事業（地域交流事業） 

Ｐ． ２ 小地域サロン支援事業（実施件数） 

Ｐ． ３ 在宅介護者のつどい（開催回数） 

Ｐ． ４ しょうがい者交流事業（開催回数・参加者数） 

Ｐ． ５ 多文化交流サロン（開催回数） 

Ｐ． ６ ふれあい用具貸出事業（貸出件数） 

Ｐ． ７ ふれあい備品購入助成事業（備品購入助成件数） 

Ｐ． ８ 福祉出前講座（講座開催【地域福祉活動】） 

 ②健やかな成長と自立を育む地域づくり 

Ｐ． ９ 子育て支援事業【おもちゃ図書館】（開催回数・参加者数） 

Ｐ．１０ 冒険遊び場支援事業（開催地区数・開催回数） 

Ｐ．１１ 福祉用具・車いす車両貸出事業（貸出件数） 

Ｐ．１２ たすけあい資金貸付事業（相談件数・貸出件数・給付件数） 

Ｐ．１２ 生活福祉資金貸付事業（相談件数・貸出件数・給付件数） 

Ｐ．１２ 緊急食糧給付事業（相談件数・貸出件数・給付件数） 

Ｐ．１３ 中山間地域支援事業（参加者数） 

Ｐ．１４ 中山間地域支援事業【ワークキャンプ】（活動地区数・活動日数） 

Ｐ．１５ 日常生活支えあい促進事業（取組み地区件数） 

 

 ③見守りで支えあう地域づくり              

Ｐ．１６ ひきこもり者等居場所づくり（参加者数） 

Ｐ．１７ 福祉委員支援事業（設置自治会数・率） 

Ｐ．１８ 地域除雪支援事業（支援自治会数・率） 

Ｐ．１９ ふれあい電話（利用者数・実施（相談）件数） 

Ｐ．２０ 地域見守り活動推進事業（取組み活動支援自治会数・率、啓発活動・研修会等の開催）  

Ｐ．２１ 歳末たすけあい運動（実施件数） 

Ｐ．２２ 総合相談・よろず相談事業（相談件数） 

Ｐ．２３ 権利擁護センター事業（後見ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業）（相談援助件数・権利擁護利用者数、支援回数） 

 

 

 

 

 

基本目標２ だしかいなの人づくり［お互いさまの関係づくり］ 

 ①参加と交流を育む環境づくり 

Ｐ．２４ 福祉教育推進事業（実施件数） 

Ｐ．２５ 福祉出前講座（講座開催【技能習得】） 

Ｐ．２６ ボランティア養成講座（開催数・受講者数） 

Ｐ．２７ 広報啓発事業（発行回数） 

Ｐ．２８ 社会福祉大会（参加者数） 

 ②ともに支えあい頑張りあえる仲間づくり（団体） 

Ｐ．２９ 福祉団体活動助成事業（支援事業数） 

Ｐ．３０ 災害支援ネットワーク事業（活動実施回数） 

Ｐ．３１ ボランティア団体支援（登録支援団体数） 

Ｐ．３２ ボランティア連絡協議会支援（事業開催回数） 

 ③やりがい・楽しみをもって頑張りあえる自分（人）づくり 

Ｐ．３３ 長浜市福祉バス事業（バス運行実施回数） 

Ｐ．３４ 地区社協研修事業（研修会等開催回数） 

Ｐ．３５ 福祉委員推進事業（研修会等開催回数） 

Ｐ．３６ 小地域サロン支援事業（開催回数） 

Ｐ．３７ しょうがい（児）者交流事業（ボランティア活動者数【延べ人数】） 

Ｐ．３８ 子育て支援事業【おもちゃ図書館】（ボランティア活動者数【延べ人数】） 

Ｐ．３９ 中山間地域支援事業【ワークキャンプ】（ボランティア活動者数【延べ人数】） 

Ｐ．４０ 福祉教育推進事業（受講者数） 

Ｐ．４１ ボランティアコーディネート業務（件数） 

 

基本目標３ ねんごろな根太づくり［支えあって、安心して暮らせるしくみづくり］ 

 ①気楽に相談できる関係・環境・意識づくり 

Ｐ．４２ 福祉・生活相談窓口の運営（設置数【福祉生活相談・よろず相談】） 

Ｐ．４３ 生活相談員の設置（設置数） 

 ②気になる人を支えられる関係づくり 

Ｐ．４４ 地域見守り活動推進事業（個別支援計画策定件数） 

Ｐ．４５ 地域・介護連携会議（開催回数） 

 ③協働と参画による地域づくり 

Ｐ．４６ 地区別地域福祉推進事業【地域ケア会議】（地区活動計画策定数・率） 

Ｐ．４７ 災害ボランティアセンターの機能強化（ボランティア数・訓練回数・養成講座回数・研修回数） 

Ｐ．４８ 地域福祉コーディネーターの配置（設置数・研修会数） 

－目次－ 



長浜市地域福祉活動計画事業評価シート（年間報告シート）の見方 
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○開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
11 11    12 

 実施状況報告 

介護者のリフレッシュや交流、情報交換の場として、定期的につどいを開催しています。 

参加者 １６６名 

・主な内容 

バスでおでかけ、映画鑑賞、そば打ち体験、介護学習会等 

【事業報告シートｐ．４】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 在宅で介護をしている介護者同士の交流や情報交換の場を提供することで、介護者の孤立防

止や学習会を通じた介護の充実が図られている。 

平成２６年度は、つどいの内容に参加者の声を取り入れることで、参加意欲の向上や、クチ

コミによる参加者増が図られている。 

つどいでの交流がきっかけとなり、つどい外での参加者の交流が図られるなど、この事業を

起点とした同時者同士の支えあい効果も見られる。 

今後は、さらに多くの参加が得られるような内容や、男性介護者への周知方法等についての

検討することで交流の輪の広がりが求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・参加者同士の交流により介護ストレスの緩和が図れている。 

・定期的につどい開催されることで、介護者の孤立防止につながっている。 

・つどいの内容等に参加者の意見を取り入れることで参加者増加が図れている。 

・つどいが交流のきっかけとなり、つどい外での交介護者のつながりができている。 

【課題】 

・新たな介護者や男性介護者の参加が少ないため、介護事業所等との連携・協働による介護者

への呼びかけが必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・つどいがあるから救われている。他の人の介護の話を聞くと参考になり、自分もがんばろう

という力をもらっている。（参加者） 

・介護をし始めて、外出する機会が減ってしまっていたので、つどいへ参加することがストレ

ス発散になっています。（参加者） 

・早めに案内チラシを送ってもらえるので、ケアマネージャーと介護の調整の相談がしやすい。

（参加者） 

・初めて参加したが、体験活動などをとおして気楽におしゃべり出来るので、介護のことなど

いろいろ相談することができました。（参加者） 

・つどいの内容に、参加者の声を取り入れてもらえるので、参加に対して意欲的になります。 

 （参加者） 

・ここで知り合った人と、つどい以外でもおしゃべりの場をつくっています。（参加者） 

・同じ立場の人同士でおしゃべりされるので、ストレス発散などを目的に参加を勧めています。

（ケアマネージャー） 

長浜市地域福祉活動計画の基

本目標、活動の柱、取り組みご

とに事業分類しています。 

長浜市地域福祉活動計画の推

進目標ごとに事業が書かれて

いています。 

推進委員には、「年間評価」と「主な事

業成果および課題」についてコメントい

ただきたいと思います。 

年間評価をＡ・Ｂ・Ｃの３段階

にて評価していただきます。 

平成２７年度１年間の事業評

価コメント（案）を書いていま

す。 

事業報告シートの「主な参加

者・住民の評価・声」を書いて

います。（事業報告シート参照） 

年間評価コメントの参考に、事

業報告シートの「主な事業成果

と課題」を書き出しています。

（事業報告シート参照） 

平成２６年度１年間の活動事

業の概略を書いています。（事

業報告シート参照） 

事業報告シートのページ番号

を書いています。 

事業視点ごとに、年度事業達成状況を数値

化し、年間の事業実績を書いています。 

Ｈ３０の数値は目標値です。 
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○地区社協 地域交流事業 実施回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施回数 

（回） 
130  131 135   150 

〇参加者数  平成２６年度 15,289 人 

平成２７年度 24,211人 

○実施状況報告 

市内 15地区で、各地区の地域交流を推進するため、地域福祉コーディネーターを配置し

て、活動や事業を支援しています。 

 

○福祉懇談会 実施回数 

年  度  H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施回数 

（回） 
2 33 55   20 

○参加者数 967人 

実施状況報告 

 各地区の地域課題・ニーズを明確にして、新たな事業・取り組みにつなげるため、地域住

民による懇談会を開催し、各地区で地域福祉に関わる人や団体と連携して取り組んでいま

す。 

 

【事業報告シートｐ．２】 

 

 

 

 

 

 

                    【福祉懇談会開催回数の推移】 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 各地区社協（福祉の会）が今まで培ってきた経験や人材を活用し、ふれあいや交流の機会づ

くりに取り組むことで、それぞれの地区の課題やニーズに対応した活動が展開されている。 

平成２７年度は平成２６年度に比べ、ほぼ全ての交流事業で参加者が増加しており、参加し

やすい工夫や呼びかけが行われているほか、地区の活動として定着している様子がうかがえる。 

一方で、活動のマンネリ化による参加者の固定化も見られており、活動の拡充に向けた取り

組みが求められている。 

また、地区別の地域福祉活動計画が全地区で策定され、計画策定や計画推進に関わる福祉懇

談会において地域の課題や今後の方向性が検討されることで、地域課題の共有や解決に向けた

取り組み、連携の糸口が見つかるなど、具体的な活動につながっている。交流活動と、振り返

りや改善の機会となる懇談会の一体的な取り組みによる地域課題に応じた福祉活動が推進され

ることが期待されている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・市内全地区で地区の地域福祉活動計画が策定された。 

・生活課題や地域課題、これからの活動の方向性や目標など、それぞれの地域実情に合わせた

きめ細やかな協議や検討が進められた。 

・地域の福祉課題等に応じた活動が展開されることで、交流が活性化しコミュニティの形成と

継続が推進されている。 

・地区社協（福祉の会）をはじめ、地域づくり協議会やＮＰＯ、赤十字奉仕団など様々な団体

の協働と連携により地域のふれあいと交流の活性化が図られている。 

【課題】 

・活動のマンネリ化等による参加者の固定化および減少が見られる活動もあり、内容や周知方

法の改善が求められる。 

主な参加者・住民 

の評価・声 

・イベントに参加して、はじめて福祉の会と地域づくり協議会の活動を知りました、これから

は意識して地域の活動に参加し、応援したいです。（子育て支援事業に参加した母親） 

・「自分たちの地域を自分たちで良くしたい」という思いをカタチに出来るのが地区社協のつよ

みです。（地区社協役員） 

・毎年、交流会が開催されることを楽しみにしています。（ひとり暮らし高齢者のつどい参加者） 

・地域の中にお友達をつくることができて良かったです。（子育てサロン参加者） 

・まずは人とつながることが、外に足を向ける第一歩だと思います。そんな機会を少しでも増

やしていきたいですね。（民生委員児童委員） 

・ひとりではできる事も限られますが、みんなで話しあえば新たなアイデアも出てくるし、や

る気も出てくるのでいい機会です。（福祉懇談会参加者） 

・地区内で様々な立場で活動されている人たちが話しあう場を設けられているので、自分自身

の勉強にもなりました。また、自分たちが持っている思いも共有することができたので、今

後の活動の連携に活かしていきたいです。（福祉懇談会参加者） 

 

評価 

評価は次の項目に基づいて総合的に行います 

①計画に基づく当該年度の事業の目標達成状況 

②事業の内容 

③計画を実施していくうえでの課題 

「Ａ」達成できている 

「Ｂ」おおむね達成できている 

「Ｃ」事業の強化または見直しが必要である目標

達成状況 
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○小地域サロン実施件数（自治会）※社協登録団体 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施地区数 

（地区） 
153 165 175   190 

実施率 

（％） 
35.2 38.7 41.1   44.6 

※実施率分母 425自治会  

○実施状況報告 

各地域で世代を超えた交流や居場所づくり、顔の見える関係を深めるため、地域住民ボラ

ンティによるサロン活動が展開されています。サロン活動が地域福祉の基盤となるよう財源

支援やレクリエーション備品の充実、ボランティア等の派遣を行っています。 

また、情報紙の発行（年４回）やサロンボランティアの情報交換会を行い、新たな活動へ

のきっかけづくりや活動意欲を高めるための支援を行っています。 

 

【事業報告シートｐ．４】 

 

 

 

 

 

 

    【小地域サロン実施地区数】         【実施率の推移】 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 平成２７年度のサロン活動の参加者が３６，１０５人となり、前年度より４，３００人程増

加している。顔の見える関係の中でつながりを深めることで地域の絆を育む基盤として取り組

みが進められている。 

12 の新規サロンの立ち上げや、既存サロンの継続や参加者の増加は、地区社協等からの支

援、自治会などを単位としたふれあいの場や交流の場の必要性の高まりによるものであり、住

民の居場所づくりや地域の絆を深める一役を担っている。 

今後も、未実施地区における新たなサロン活動の取り組みや、既存のサロン活動の支援をと

おして、小地域のふれあいや交流を原点としたつながりや、見守り支えあいの関係づくりの推

進が必要である。 

主な事業成果および

課題 

【成果】 

・サロン活動をとおして地域の顔が見える関係づくりの深まりや閉じこもり防止、介護予防に

つながっている。 

・定期的にサロンに参加されることで、サロン参加が習慣化し日常生活の中にサロンが定着し

てきている。 

・簡単で楽しめるレクリエーションを紹介することで、参加者も楽しめ、運営者もサロンの実

施がしやすい環境が整い、充実したサロン活動につながっている。 

・地区社協との連携・協働によりサロン研修会・情報交換会を開催し、コミュニケーションマ

ージャンの普及・啓発の取り組みを進めたことで、貸出回数も増え、男性のサロン参加向上

につながった。 

 【課題】 

・自治会の規模や世代構成など、サロン活動に対する温度差がある。サロン活動を実施しにく

い地域の活動支援強化が必要である。 

主な参加者・住民の 

評価・声 

・サロンに参加してサロン外の付き合い方も広がり、あいさつや立ち話をするようになった。

（サロン参加者） 

・サロン交流会で他のサロンの方と交流しサロンのヒントをもらいました。（サロン運営者） 

・コミュニケーションマージャンを出前講座にて来てもらいサロン参加者と行い、男性にも女

性も人気があり、また麻雀したいとの声を聞きスタッフも喜んでいます。（サロン運営者） 

・交流会でコグニサイズ(リズム体操)を学び、サロンでみんなで行うと時間があっという間に

過ぎてしまいます。（サロン参加者：男性） 

・体調が少し悪くても、サロンに行きたいとおもうくらい楽しみにしています。（サロン参加者） 
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○開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
11 11 12   12 

 

○実施状況報告 

介護者のリフレッシュや交流、情報交換の場として、定期的につどいを開催しています。 

参加者：146名 

・主な内容 

バスでおでかけ、映画鑑賞、手打ちうどん体験、介護学習会等 

【事業報告シートｐ．６】 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 介護者同士の交流や情報交換の場を提供することで、介護者の孤立防止や学習会をとおした

介護意欲や知識の向上が図られている。 

平成２７年度は、年間を通じて毎月１回の定期的な介護者同士の交流の場づくりが進められ

た。つどいの内容に参加者の声を取り入れたことで、参加者の参加意欲の向上と増加につなが

っている。 

新たな参加者の増加もあまりみられないため、包括支援センターや介護事業所等と連携を密

にし、参加者の増加を図ることが求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・参加者同士の交流により介護者の情報交換や気分転換につながっている。 

・定期的につどいが開催されることで、介護者の心の拠り所となり心身のリフレシュにつなが

っている。 

・つどいの内容等に参加者の意見を取り入れることで参加者の楽しみの場が出来る。 

【課題】 

・新規の参加者が少なく、参加者が固定化しつつあるためつどいの幅広い周知が必要。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・皆さんと交流を通じて、介護の考え方や方法、知識を語り合いたいです。そのうちに馴染み

が出てきます。（参加者） 

・季節に応じた内容で気分転換できたので、在宅介護中のお友達にもおすすめしたいです。（参

加者） 

・講演会、懇親会、遠出外出、食事会等どれも良かったです。継続して実施して欲しいです。 

（参加者） 

・参加して、どれも良かったです。ありがとうございます。（参加者） 
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○開催回数・参加者数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
43 40 43   47 

参加者数 

（人） 
948 1,095 939   1,070 

○実施状況報告 

しょうがい児者およびその家族とボランティアなど地域住民とのつながりを大切にし、し

ょうがい児者世帯の孤立を防ぐために様々な余暇支援活動を推進しています。また、気軽

に集まれる居場所づくりをとおして、当事者および保護者が互いに悩みや不安などを相談

できる関係の構築を目指します。 

 

※療育レクリエーション…日帰り旅行に参加して参加者同士の交流を深めることで、地域

での顔見知りを作り孤立を予防するよう努めています。 

サマーハウス…夏休みの親子活動により、子どもの余暇の充実と保護者の “ほっとす

る”時間を確保しています。 

ほのぼのかけはし…しょうがい児の保護者を対象とした学習・交流会を開催すること

で、しょうがいに対する理解と保護者がつながりあえる場をつくっています。 

料理サロン…参加者とボランティアが一緒に調理することで、生活訓練と交流を図りま

す。 

元気クラブ…一般就労しょうがい者の余暇活動を支援し、当事者同士のネットワークを

構築していきます。また、当事者が企画に参加することで、自立心や責任感を養ってい

ます。（ほっとステーションと共催）。 

 

【事業報告シートｐ．７】 

 

 

 

                    

                【しょうがいしゃ交流事業参加者数の推移】 

評 価 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 事業への参加をきっかけとし、しょうがい児者・保護者同士のつながりができている。また、

つながりあえる居場所としての認識も広まりをみせている。 

各事業参加者数は安定しているが、事業に関心はあるが参加に結びつかない当事者へのアプ

ローチを検討することが、今後の大きな課題である。 

しょうがい児者とその家族の居場所づくりや市民のしょうがいへ理解の場として、さらなる

充実を図ることが求められており、参加者の声を取り込んだ事業の継続が求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・行事をとおして参加者が地域とのつながりを深め、余暇の充実を図ることができている。 

・しょうがい児者およびその家族の勉強会や余暇活動をとおして、日ごろの悩みや不安などの

軽減を目指すことで、居場所づくりや生きがいづくりにつながっている。 

・当事者が事業内容を企画することで、参加意欲の向上が図られている。 

・行事の中で、電車の乗り方や買い物の仕方などを学ぶ機会があり、地域での生活の必要性を

改めて考える機会があった。 

【課題】 

・事業参加に結びつかない方への呼びかけ方法の検討。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・親子で出かける機会があまりないので、子どもとともに毎年楽しみにしています。 

（療育レクリエーション参加者） 

・事業に参加したことで、子育てする上での悩みや不安を共有できるママ友ができて心強いで

す。（ほのぼのかけはし参加の保護者） 

・しょうがいに関する勉強会も大切ですが、進学や就職等子どもの将来に関して皆で考える機

会も欲しいです。（ほのぼのかけはし参加の保護者） 

・子どもたちの面倒を見てもらえるので、息抜きする時間が持てました。子どもたちも、夏休

みに友達と会えて嬉しそうです。くたくたになるまで遊び、笑顔も増えました。 

（サマーハウス参加の保護者） 

・様々なお子さんと出会い、自分の子どもが抱えるしょうがい以外の勉強もしようと思う良い

機会となりました。（サマーハウス・ほのぼのかけはし参加の保護者） 

・事業に興味があり、参加しようか悩んでいたところ、子どもと同じ学校の保護者に誘われて

一緒に参加しました。交流の幅が広がり、参加してよかったです。（サマーハウス・ほのぼ

のかけはし参加の保護者） 

・皆で料理し一緒に食べると、いつもよりおいしく感じます。なので、サロンに行くのが楽し

みです。（料理サロン参加者） 

・電車の切符を買い、乗り継ぎの仕方を学ぶことができたので機会があれば１人で出かけてみ

たい。（元気クラブ参加者） 

・自分たちで企画を考え参加することによって、やりがいを感じている。（元気クラブ参加者） 
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○開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
12 12 11   12 

参加者数 

(人) 
145 203 188   230 

 

○実施状況報告 

市内在住の他国出身者の孤立を防ぎ、地域とのつながりをもって暮らせるよう居場所づく

り（多文化交流サロン）を実施しています。 

○主な内容 

 調理活動、伝統行事の体験等 

【事業報告シートｐ．９】 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 他国出身者を対象に、地域での居場所づくりや相談し合う関係づくりの取り組みが進められ

ている。参加者自身が活動の企画を考え、参加を呼び掛けることで、参加者の主体的な活動の

定着が図られている。 

平成 27 年度は、日本料理や文化を学ぶ機会を作る事で参加者の日本での生活の自信につな

がる支援が実施されていた。 

今後も、学び合い・交流を深め、相談し合える居場所としての役割を担い、他国出身者が地

域で孤立することなく生活できる地域づくりを推進していくことが必要である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・参加者同士の絆が深まり居場所となることで、相談しあえる関係づくりにつながっている。 

・SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）等で情報交換を行い、仲間づくりやつな

がりが深められている。 

・サロン参加者が地域事業へ参加したことで、活動の場がサロンから地域へと広がり、新たな

関係づくりの輪が広がっている。 

【課題】 

・孤立しがちな他国出身者が、日常的に相談できる仕組みづくりの推進が必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・サロンに参加すると母国語で話せてうれしいです。（参加者） 

・サロンで知り合い、地域の事業にも参加できてうれしかった。（参加者） 

・子どもが大きくなって、サロンに参加ができにくい時がありますが、参加できる時は楽しみ

にして参加しています。 (参加者) 

・日本の料理を教えてもらう機会がないのでうれしいです。（参加者） 

・ここに来ると、いろんな事を話せて相談にのってもらいうれしいです。（参加者） 
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○貸出件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

貸出件数 

（回） 
1,336 1,497 1,436   1,800 

○実施状況報告 

自治会等の地域福祉活動を行う団体に対して、レクリエーション用具等を貸出し、地域交

流の増進や活動の発展を図っています。 

○主な貸出用具 

 調理器具・・・ポップコーン、綿菓子器等 

レクリエーション用具・・・輪投げ、ストラックアウト等 

【事業報告シートｐ．１０】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 自治会や福祉団体等が実施する地域住民のふれあいと交流を目的とした活動に対して、ふれ

あい用具の貸出を行うことで地域交流の活性化が図られている。 

平成２７年度はサロン活動等で使いやすいレクリエーション物品の整備が進められ、レクリ

エーション物品の貸出件数が１２％増加した。しかし、全体的には調理器具の老朽化などによ

り貸出件数が減少しているため、故障対応や器具の更新についての検討が必要である。 

活動者にやりがいと、参加者が楽しみをもって参加するためにも、ふれあい用具の充実と活

用の推進が必要である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・用具の貸出しにより地域交流イベントが活性化し、ふれあいと交流の機会づくりにつながっ

ている。 

・サロン活動等に利用しやすいレクリエーション物品の整備が進められ貸出件数が伸びている。 

【課題】 

・大型調理器具（ポップコーン機、綿菓子機等）の老朽化や故障等により貸出件数の減少が見

られるため、故障対応や機器の更新による安定した貸出事業の継続が求められている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・様々な用具があり、自治会の交流イベントがマンネリ化することなく、みんなに楽しんでも

らうことができています。（自治会役員） 

・無料の貸し出しのため、サロンや老人会などでも気軽に借りることができてありがたいです。 

 （サロンスタッフ） 

・自治会の子ども会イベントにて調理器具を貸していただき子どもたちが非常によろこんでい

た。（自治会役員） 
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○備品購入助成件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

助成件数 

（件） 
26 22 16   30 

○実施状況報告 

赤い羽根共同募金を財源に、住民主体の地域活動のために必要な備品購入費を支援し、 

自治会内の交流活動と地域福祉の増進を図っています。 

【事業報告シートｐ．１１】 

 

 

評 価 

 
【Ｃ】事業の強化または見直しが必要である 

評価コメント 平成１８年度より２４７の自治会が交流活動に必要な備品を整備し、自治会活動の活性化と

交流が推進されている。平成 27年度は新たに１６自治会が地域交流活動に必要な備品を整備

し地域での交流活動の充実につながった。 

今後も継続した事業の取り組みにより、地域実情に応じた備品整備を進め、住民交流活動の

推進を図ることが必要である。ただし、事業開始後 10 年が経過する中で、助成対象自治会が

減少していることもあり、助成件数の上限の引き下げなど、現状に応じた対応が求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・地域のニーズに応じた備品を自治会が自ら整備することで、地域のふれあい・交流活動が促

進された。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・サロン参加者に足腰の不調を訴える方が多かったので、パイプイスを購入したところ、参加

者が増えました。（自治会長） 

・自治会館に手すりを設置したことで、自治会館に来にくかった住民も集まりやすくなりまし

た。（自治会長） 

・自治会のイベントやサロンに使用するため、プロジェクターとスクリーンを購入しました。 

会議資料の投映や、映画を上映できようになり、自治会館が幅広い年代の住民が集う憩い場に

なりました。（自治会長） 

ノートパソコンの購入により、自治会の情報管理が楽になりました。自治会の広報紙作成に役

立てます。（自治会長） 

・購入したホワイトボードは公民館にて自治会行事、サロン、子供会、老人会等、会議、レク

レーションの手段として活用します。（自治会長） 

・高齢化に伴い各家庭での火器の扱いリスクが高まっている中、既有の防火機器は老朽化し火

災に対応しきれない状態になっているため助成を利用し新たに購入しました。（自治会長） 
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○講座開催回数（地域福祉活動） 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
32 70 76   40 

○実施状況報告 

専門知識及び技術を持った社会福祉協議会職員が講師となり、地域住民が福祉活動を身近

に感じてもらえるような講座を開催し、地域福祉の啓発と関心を高める活動を行っていま

す。 

【事業報告シートｐ．１２】 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 福祉学習の場として地域の身近なところで参加する機会の充実が図られている。 

平成 27年度は、権利擁護や地域の見守り活動等のプログラムを拡充することで、地域のニ

ーズ、課題に対応したプログラムの構築が進められた。特徴としては、小地域サロンや自治会

で「いざめし」や「ＨＵＧ講座」の要望が多く、防災への意識の高さがうかがえた。 

今後は、さらに地域課題やニーズに応じたプログラムを開発するなど、地域の支えあいや地

域福祉の関心を高める取り組みが求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・自治会やサロンなど、地域の身近なところで福祉活動に対する関心を高める取り組みが広が

っている。 

・リクエストにより地域の要望に柔軟に応じることで、学びの効果を高めるとともに地域課題

に対応することができている。 

【課題】 

・地域課題やニーズに応じたプログラムの開発が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・身近な場所で、近所の方とともに福祉について学習する機会があり、意識が変わった。 

 （一般参加者） 

・権利擁護の日頃の行政手続きや金銭管理など、どんなサポートをしてもらえるのか具体例を

交えて紹介してもらいわかりやすかった。（民生委員児童委員） 

・災害時を想定した HUG をすることで、平常時から自治会で避難支援等について考えるきっ

かけとなった。（自主防災組織） 

・回想法について知ることができ、サロンで皆さんと一緒に楽しめました。（サロンスタッフ） 

・出前講座は気軽に申し込みができるので、今の情勢にあった地域福祉について自治会で学ぶ

機会ができている。（自治会役員） 

・講座内容も細かく打ち合わせができるので、希望の内容でのリクエストができました。 
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○おもちゃ図書館 開催回数・参加者数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施回数 

（回） 
67 80 78   86 

参加者数 

（人） 
465 818 611   700 

○実施状況報告 

未就園児と保護者を対象とし、多様なおもちゃでの遊びや簡単な工作を通して、子どもの

豊かな発想と発育を支援します。また、保護者同士やボランティアとの交流を通じ、子育

て環境の充実と地域とのつながりづくりを促進します。 

・虎姫会場 …毎月第 2、３水曜日 ９時３０分～１１時３０分（延べ参加者：480 人） 

・木之本会場…毎週火曜日 ９時３０分～１１時３０分（延べ参加者：131 人） 

【事業報告シートｐ．１３】 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 地域の中に子どもと保護者の居場所づくりを進め、ボランティアと協働し子育て世帯の地域

からの孤立化の軽減や地域ぐるみで子どもを育て見守る体制づくりが進められている。 

平成２７年度は、季節を感じるイベントへの参加が多く、定期的に行事を行うことで参加者

同士による口コミでの交流の輪が広がっている。また、大型おもちゃや飛び出す絵本等、各々

の家庭では準備しにくいおもちゃを設置することで参加意欲の向上と子どもたちの豊かな発

想・発育を支援する取り組みが進められている。 

今後さらに、活動内容（イベント等）および周知・案内方法を工夫することで、参加者の増

加につながる取り組みの推進が求められる。 

主な事業成果および

課題 

【成果】 

・保護者同士の交流により、育児に対するストレスの軽減と情報交換や仲間づくりを図ること

ができている。 

・子育て支援センター等専門機関との連携による啓発活動を行うなど、幅広い地域で参加者増

加に向けた取り組みが進められている。 

・地区社協をはじめとする福祉団体の協力を得て、地域ぐるみの活動が進められている。 

・季節を感じる（夏祭りやクリスマス等）の参加が特に多く、長浜市全域からの参加があり、

広報紙やチラシ、保護者同士の情報交換による周知が図られている。 

【課題】 

・新たな参加が減少傾向にあり、周知方法とフリースペースとしての魅力を再度検討し事業展

開を図る必要がある。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・他県から転居してきたので、知り合いもおらず不安いっぱいのなか子育てしていました。勇

気を出して参加したところ、同じ境遇のママさんと知り合うことができ、今では誘い合って

参加しています。 

・同じ団地に同世代の子どもがいないので、子どもの友達づくりも兼ねて参加しました。友達

もたくさんでき、子どもも私も楽しみにしています。 

・ボランティアさんが作ってくださる美味しいおやつを楽しみにしています。祖父母と同居し

ていないので、子どももボランティアさんのことを本当の祖父母のように慕っています。 
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○冒険遊び場 開催地区数・開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催地区 

（地区） 
2 2 １   3 

開催回数 

（回） 
22 17 １   36 

○実施状況報告 

子どもが外で自由に遊べる環境が少なくなってきた中、外遊びを主体とした親子の居場所

づくりを目的とした活動を推進しています。活動費の助成や活動に対する相談援助を行う

ことで、活動の充実や新たな取り組み、活動支援を行っています。 

・地域イベントの中での１日冒険遊び場体験の開催 ５回 

 ・新規活動相談 ３件 

 ・子育てで地域の魅力づくり研修会 参加者２２名 

 ・冒険遊び場づくり講座 参加者２９名 

  【事業報告シートｐ．１４】 

評 価 

 
【Ｃ】事業の強化または見直しが必要である 

評価コメント 子どもが外で自由に遊べる環境が少なくなる中、冒険遊び場は外遊びを中心とした子どもの

居場所づくりの活動が進められている。 

平成２７年度は、地域団体・NPO や活動に関心の高い市民の活動者を中心とした研修会・ワ

ークショップを開催し、外遊びをとおした地域の子どもの居場所づくり活動への関心を高める

取り組みが進められた。しかしながら、新規の立ち上げに至っていないため、個別に活動者や

地域の実情に応じたきめ細やかな支援が必要である。 

主な事業成果および

課題 

【成果】 

・地域イベントの中に冒険あそび場活動が取り入れられることで活動の理解と関心が高まって

いる。 

・講座の開催により、地域の諸団体の活動への関心が高まっている。 

【課題】 

・研修会や講座をとおして新規の取り組みに向けて啓発できたが、具体的な活動へつなげる支

援が必要である。 

・活動者（保護者）が子どもの成長とともに活動を卒業するため、常に新たな活動者の育成が

求められる。 

・地域の子育てとして、子育て支援活動団体との連携した取り組み推進が必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・子どもと一緒に外で遊ぶことができ良かった。（1 日冒険遊び場参加の保護者） 

・自分の地域で冒険遊び場をやってみたい。（1 日冒険遊び場参加の保護者） 

・冒険遊び場を立ち上げたら、子どもの頃の遊びを今の子どもたちに教えてあげたい。 

 （ワークショップ参加者） 

・いずれ、冒険遊び場を森の中に作りたいと思っています、（冒険遊び場づくり講座参加者） 

・地域の中に冒険遊び場が出来るように、地域の人に呼びかけていきたいです。 

 （冒険遊び場づくり講座参加者） 
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○福祉用具・車いす車両 貸出件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

貸出件数(件) 

【福祉用具】 
221 221 323   350 

貸出件数(件) 

【車いす車両】 
138 114 164   285 

○実施状況報告 

高齢者やしょうがい者の外出を促進するための車いす車両の貸出や、在宅での生活を向上

させるための福祉用具（車いす）の貸出を実施しています。 

【事業報告シートｐ．１５】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 福祉用具および車いす車両の貸出により、地域社会や家族・友人との絆やつながりを深める

基盤づくりが推進されている。 

平成 27 年度は、福祉用具の貸出件数が増加し、要援護者等の地域生活を支える取り組みが

推進されている。 

主な事業成果および

課題 

【成果】 

・要援護者等（福祉用具等を必要としている方）の社会参加を促すことで、家族の絆づくりや

地域の交流が促進されている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・車いすが急に必要になった時に対応してもらえて助かりました。（高齢者を介護する家族） 

・車いす車両のおかげで家族と外出できて、旅行を諦めていた祖父がとても喜んでいました。 

（車いすを使用している高齢者家族） 

・車いす車両を利用させていただき、孫と出かけることができ良い思い出になった。（車いす使

用高齢者） 



長浜市地域福祉活動計画事業評価シート（平成 2７年度年間） 

- 12 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本 
目標 

活動 
の柱 活動事業および目標到達状況   

お
せ
ん
ど
さ
ん
の
地
域
づ
く
り 

１
―
② 

健
や
か
な
成
長
と
自
立
を
育
む
地
域
づ
く
り 

 

 

 

 

 

○相談件数・貸付件数・給付件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

相談件数 

（件） 
761 724 716   690 

貸付件数（件） 

【生活福祉資金】 
91 72 69   120 

貸付件数（件） 

【たすけあい資金】 
75 69 56   120 

緊急食糧 

給付件数（件） 
75 41 51   100 

○実施状況報告 

 低所得世帯やしょうがい者、高齢者世帯等を対象に、貸付を中心とした生活相談支援を実

施しています。 

相談者には失業や多重債務、判断能力が十分でない方など複合した生活課題を抱えている

世帯が多く、行政関係機関と連携し世帯の課題解決に向けた取り組みを進めています。 

【事業報告シートｐ．１５】 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 生活資金貸付等の支援により生活困窮者世帯等が抱える生活課題の改善に向けた取り組みが

進められている。貸付件数は減少傾向にあるが、複合的かつ深刻な課題を抱えるケースが顕著

になってきている。 

平成 27 年度は、ひとり親世帯で低所得等により進学に悩む世帯や離職等で生活困窮に陥り

住居を失うリスクが高い世帯への貸付相談支援などもあり、生活困窮世帯等に対する自立に向

けた支援の必要性の高まりが感じられる。 

生活困窮者自立支援制度等との連携・情報共有を行うことで、個別の生活課題に対する自立

に向けた包括的支援体制の構築が求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・社会保障制度利用までのつなぎ資金の貸付や就労意欲のある失業者の自立に向けた貸付、低

所得世帯等の就学資金の貸付、食料給付等による一時的な生活の維持および安定に向けた取

り組みを展開している。 

・今期から、電気・ガス等の供給停止で調理ができない世帯に対し、調理器具の無償貸与の仕

組みを整備することができた。 

・生活困窮者自立支援制度窓口と連携し、セーフティネット機能の役割を担うことができてい

る。 

【課題】 

・貸付制度の利用ができない世帯に対する相談支援を関係機関と連携して行う必要がある。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・少ない収入でやりくりする中、家電の故障で買い替えが必要な時に利用できて助かった。 

（たすけあい資金貸付利用者） 

・生活困窮世帯への緊急一時的な食料品給付があることで公的制度利用までのつなぎが出来ま

した。（民生委員児童委員） 

・大学に進学したい子どもの就学が可能になり、とてもありがたいです。親子で頑張って返済

していきます。（教育支援資金貸付利用者の母親） 

・ガスが止められているので緊急食糧をもらっても調理できないと言ったら、調理器具を貸し

てもらえ、非常にありがたかった。（緊急食糧給付利用者） 
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【中山間地支援事業】 

○事業目的 

 人口減少や少子高齢化の影響が地域住民の生活や福祉活動に顕著に表れる中山間地域で、

住民相互のたすけあい、支えあい活動や住民の憩いのための居場所づくり、生きがいを持

って日々の生活を送り健康で健やかな暮らしを応援するための支援活動を実施します。 

 

○余呉地域カフェ 参加者数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

延べ参加者数 

（名） 
- - 1,058   700 

 

○実施状況報告（平成 27 年度） 

・地域カフェの開設  

開催日時：毎週木曜日 午前１０時～午後３時 

  開設場所：余呉高齢者福祉センター 

参加者数：延べ１,０５８名 

・生きがいづくり教室の開催 

開催日時：毎週木曜日 午前１０時～正午 

開催場所：地域カフェ会場内 

  内  容：そば打ち教室、小物づくり教室、健康教室、等 ３５回開催 

  参加者数：延べ３４５名 

・中山間地域福祉活動フォーラムの開催 

  開催日：平成２８年２月１４日（日） 

  参加者： １１１名 

・生活支援ボランティア活動の育成支援 

  ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯等の、日常生活上の困りごとの手助けを行う生活 

支援ボランティアの育成及び活動支援を行う。 

  元気かい活動支援 ・活動助成金交付  ・活動啓発支援 ・活動備品の貸出  

 

【事業報告シートｐ．１８】 

 

 

 

 

 

評価 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 中山間地域においては人口減少や少子高齢化が一段とすすみ、地域の担い手不足や交流の機

会が減少している。 

平成２７年度は、地域カフェによる交流と外出の機会づくり、趣味活動をとおした生きがい

づくりの促進や生活支援ボランティア活動を活性化させるための支援を行うことで、中山間地

域の福祉課題に対応した住民主体のたすけあい、支えあいの取り組みが推進された。子どもと

保護者の参加が多く、高齢者から子供までの幅広い世代の交流・居場所として機能している。 

一方で移動手段を持たない方が参加しにくい状況にあるため、移動手段の確保等中山間地域

における参加支援の取り組みが必要である。 

また、「中山間地域での暮らしを考えるフォーラム」を開催し、地域住民主体のたすけあい活

動の意識啓発が図られた。 

主な事業成果および 

課題 

【成果】 

・高齢者を中心とした地域住民の居場所づくりによる交流促進と仲間づくりが図られている。 

・世代間交流の場として活動が広がっている。 

・生きがいづくり教室について、関心の高い調理活動を取り入れることによって、いろんな世

代の参加者が増えた。 

【課題】 

・生きがいづくり教室は参加者が少ないため、より関心の高い取り組みとなるよう参加者ニー

ズの把握とニーズに沿った企画が求められている。 

・カフェまでの移動手段がなく、参加したくても参加出来ない方に対する移動支援の検討が必

要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・ほっこり茶屋で友達とゆっくりとお喋りできるのがうれしいです。（カフェ利用者） 

・コーヒーが好きなので、近くにゆっくりと飲める場所ができてよかった。（カフェ利用者） 

・ここは小さなお子さん連れのお母さんも来ているので、子どもの元気な姿をみて元気をもら

っています。（カフェ利用者） 

・いつも健康のことを気にして暮らしています。毎月健康教室があるのがありがたいです。 

 （生きがいづくり教室参加者） 

・主人を亡くし落ち込んでいる時に、ほっこり茶屋に来ておしゃべりしていると心が落ち着い

て癒されました。（カフェ利用者） 

・仲間と健康麻雀を楽しんでいます。コーヒーも飲め、（つつじ作業所の）パンも食べながらで

きるので、良い場所です。（カフェ利用者） 

・ここへ来ると、同じ未就園児を連れたママ達と悩みを相談したり、いろいろな情報交換がで

きるのでうれしいです。（子育て中の母親） 

・身近な場所に居場所がせっかくできたので、協力してよりよい居場所づくりを一緒に進めて

いきたい。（余呉福祉の会） 
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○活動地区数・活動日数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

地区数 

（地区） 
３ 3 3   4 

活動日数 

（日） 
４ 7 8   8 

○実施状況報告 

 高齢化率５０％を超える中山間地域において、夏場は水路の土砂あげや草刈り、自治会館

の玄関口の掃除など、冬場には除雪作業を中心に住民だけでは解決が困難な作業をボランテ

ィアと地域住民が協力し、中山間地域の活性化に向けた取り組みを進めています。 

  

【事業報告シートｐ．２０】 

 

 

 

評 価 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 中山間地域支援事業（ワークキャンプ）によって、高齢化が進み、住民だけでは解決が困難

な生活課題を地域住民と大学生ボランティア等が協力しあい地域と暮らしの課題解決に向けた

取り組みが進められている。 

平成２７年度は新たな活動地域の開拓において、自治会長と連絡調整を行い、取り組みの拡

充を図ったが実施に向けた受け入れ体制を構築するには至らなかった。今後継続して事業周知

を行いながら、地域での活動に対する理解向上を図り、より多くの地域での実施に向けた取り

組みを進めることが求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・高齢化が進み、自治会役員だけでは対応しきれない地域課題を地元住民と大学生ボランティ

ア等が作業（ワーク）を通して解決に向けた取り組みが進められた。 

【課題】  

・地区の開拓については、自治会の実情に応じた支援が求められるため状況や課題を把握し取

り組みを進める必要がある。 

主な参加者・住民の 

評価・声 

・何年も作業ができていなかったが、学生ボランティアさんのおかげで取り組むことができた。

ぜひ来年も来てほしい。（地域住民） 

・ボランティア活動を通して、田舎のイメージと現実と大きく違い、地元住民さんの助けにな

ったことが嬉しかったです。（学生ボランティア） 

・過疎化が進んでいる現状を知り、その地域を若い自分たちが積極的に支援していくことが大

切だと感じました。（学生ボランティア） 
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○取組み地区件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

地区件数 

（件） 
未実施 ２ ２   3 

○実施状況報告 

日常生活を送るうえで様々な生活課題や不便さを感じる方に対し、地域住民同士の生活支

援ボランティア活動の育成と活動の支援を行います。 

現在は神田地区と余呉地区で活動の取り組みが進められており、活動の充実を目的として

活動用具の貸与、保険加入、活動者研修会や運営費の援助等の助成を実施しています。 

【事業報告シートｐ２１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 公的サービスだけでは支えきれない高齢者やしょうがい者を中心とした生活課題に対して住

民ボランティアによる支えあい活動が展開されている。日常の支えあい体制が構築されること

で、安心して暮らせる地域づくりが推進されている。 

平成２７年度は、引き続き２地区（神田、余呉）で生活支援ボランティア団体の活動が展開

された。特に買い物送迎サービスについては、毎月ほぼ定員となっており、地域の高齢者の暮

らしに定着した活動となっている。 

今後も活動の紹介や住民研修会などによる周知活動を実施することで、活動への住民理解と

協力を深めることが求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・生活支援ボランティア活動団体の取り組みが充実され、生活課題を抱えても自立した生活が

続けられる地域づくりの推進が図られている。 

・生活支援活動に対する住民の理解が進むことで、ボランティア活動の活性化が見られる。 

・未実施地区においても、研修会や意見交換を行う事で、地区ごとの生活課題の把握や解決に

向けた取り組みなどの検討が進められている。高月地区や虎姫地区などでも、生活支援活動

について、地区の方向性や具体的活動の検討が行われている。 

【課題】 

・さらに多くの地域住民に対し、生活支援ボランティア活動の必要性の理解を進める取り組み

が必要である。 

・未実施地区での生活支援ボランティア活動団体の立上げ支援の充実が求められる。 

主な参加者・住民の 

評価・声 

・ボランティアさんが「ここだけ手伝ってほしい」という作業をしてくれるので、あとは自分

で畑の維持をすることができてありがたいです。（畑作業を依頼したひとり暮らし高齢者） 

・バスで買い物に行くと行き来に時間がかかり、生ものや重いものは買えないが、買い物ツア

ーのときは何でも気にせず買うことができてうれしい。（買い物ツアーに参加した高齢者） 

・作業を頼むと顔見知りの人が来てくれる。安心して頼むことができる。 

（作業を依頼した高齢者） 

・商品を自分の目で見て、手に取って選んで買い物がしたいので、連れて行ってもらえてう 

れしいです。（買い物ツアーに参加した高齢者） 

・まだまだ地域のために住民のためにできることがあると思います。活動回数を増やす、活動

内容の幅を広げていくなど検討していきたいです。（ボランティア活動者） 

・以前より出ていた住民の困りごとを解決できるよう、神田や余呉の活動から学び、自分たち

の支援の仕組みを作っていきたいです。（日常生活支援について検討している地区住民） 

・自分たちの地域は、自分たちの手でなんとか守っていきたい、そのためにも、神田や余呉の

活動を参考にしたいです。（日常生活支援について検討している地区住民） 
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【ひきこもり者等居場所づくり事業】 

○事業目的 

不登校者、ひきこもり者等が人と交流するための支援として、ひとりひとりの様子に合わ

せた過ごしやすい居場所つくりや、自分を見つめる機会と時間をもつことで自立した生活

へつながること、また、当事者同士の交流による支えあいの広がりを目的として実施しま

す。 

加えて、当事者家族同士のつながりづくりと情報交換の場としての役割も担っていきま

す。 

  

○ひきこもり者等居場所 参加者数 

 年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

参加者数 

（名） 
- - 116   150 

 

○実施状況報告  

対  象：不登校の生徒・学生さんや３０代くらいまでのひきこもりの若者とその保護者 

内  容：○当事者と家族の居場所づくり「えんかふぇ」 

      ひきこもり者とその家族の居場所づくりを、当事者と家族の主体的な意見を

基に実施しています。 

      開催頻度：月１回  参加費：無料 

当事者：カードゲームやテレビゲームなどのレクリエーションや、みんなで

やりたいことを一緒に話しあって計画し、気楽に過ごすことができ

る居場所づくり 

       家 族：保護者同士の交流会、情報交換会などによるつながりづくり 

      ○ひきこもりに関する研修会の開催 

    地域住民やひきこもり者家族を対象とした、ひきこもりに対する理解を進め

る研修会を開催しています。 

      ○ひきこもり者家族の会支援 

       市外研修会の参加支援、活動周知支援などを実施しています。 

 

【事業報告シートｐ．２２】 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント ひきこもり当事者に対し、外出するきっかけとしての居場所を提供することで、他人との

交流や社会参加等の機会づくりが推進されている。また、ひきこもり当事者だけでなく、そ

の家族に対する居場所づくり等をとおして、地域で孤立しがちな当事者家族へのつながりづ

くり支援となっている。 

平成２７年度は、関係機関との連携、研修会や家族交流会の開催により対象者への周知案

内をおこなうことで一定の参加を得ることができた。 

「ひきこもり」という地域課題が正しく地域住民に理解されるよう、機会を積極的に設け

ることが求められる。一人ひとりの「変化」が地域の「変化」となり、誰もが住みやすいま

ちづくりへつながっていくことが期待できる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・居場所づくりをとおして、ひきこもり当時者の社会参加促進と交流の機会づくりができて

いる。 

・ひきこもり当事者だけでなく、家族間のつながりや情報交換といった家族への支援活動 

が取り組まれている。 

【課題】 

・民生委員児童委員および専門機関等との連携による対象者への呼びかけや居場所づくり等

へのつなぎの支援が求められる。 

・ひきこもりに対する地域住民の理解と関心を高め、地域の雰囲気づくりの促進が求められ

ている。 

主な参加者・住民の 

評価・声 

・月に一回でも外出の機会があると「世の中とつながっている」と思えて気が楽になります。

（ひきこもり当事者） 

・ここでは名前や住所などの個人情報を言う必要がないので、本当に気が楽です。 

 （ひきこもり当事者） 

・本人だけでなく、家族も一緒に過ごすことができるので、安心して参加することができて

います。（ひきこもり者家族） 

・えんかふぇでの出来事を話してくれるようになり、少しずつですが家族の会話が増えてき

たので嬉しく思っています。（ひきこもり者家族） 

・「ひきこもりは本人や家族に問題があるのではなく、社会の変化が大きな要因である」とい

う話を聞き、ひきこもりに対する考え方が変わりました。 

（ひきこもりに関する研修会参加者） 

・今まではひきこもり当事者や家族のつながりづくりありませんでしたが、外出や交流の機

会のおかげで、声かけや支援がスムーズになりました。（保健師） 

・当事者とその家族が一緒の空間で過ごすということに驚きましたが、そのほうが当事者も

落ち着いている様子が見受けられ安心しました。（保健師） 
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○設置自治会数・率 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

自治会数 

（自治会） 
191 202 203   238 

率 

（％） 
44.8 47.4 47.6   56 

 

○実施状況報告 

  地域福祉活動のリーダー的存在として福祉活動に取り組む福祉委員を支援することで、

地域住民で見守り支えあう地域づくりを推進しています。 

  自治会や地区社協（福祉の会）での積極的な取り組みを進めるため、地域福祉コーディ

ネーターによる活動相談や研修会を開催しています。 

 

 

【事業報告シートｐ．２４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 地域における見守りや支えあい体制の必要性の認識が高まっており、福祉委員を新たに設

置、検討する自治会が徐々に増えてきている。平成 27 年度は、さらなる活動の拡充をめざし

て地域福祉サポーター養成講座を実施し、地域福祉の担い手の育成に取り組むことで、地域

の見守り活動やふれあい、交流活動への関心を高める取り組みが進められた。 

今後も、福祉委員が身近な地域福祉活動の中心的存在として活動できる支援や新規設置支

援が求められている。また、民生委員児童委員との情報交換会や他地区の福祉委員との交流

会など積極的な働きかけが重要である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・福祉委員がサロン活動や見守りの活動を行うことで、地域住民主体の地域づくりが促進さ

れている。 

・地域の研修会や情報共有の機会をつくることで、福祉委員活動の充実や設置の推進が図ら

れている。 

【課題】 

・民生委員児童委員など地域の福祉関係者と連携できる機会を増やしていく。 

・活動年数別の研修プログラムを実施するなど、福祉委員活動のさらなる充実の検討が必要

である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・福祉委員に任命されたが何をしていいかわからなかったので、養成講座に参加しました。

講座に参加していた他地区の福祉委員さんと交流したり、地域福祉コーディネーターと相

談していく中で、職務に対して気楽に向き合えるようになり、肩の力が抜けました。 

（福祉委員） 

・福祉委員制度を導入したいと考え、福祉委員に興味を持つ住民の方と一緒に養成講座に参

加しました。地域福祉コーディネーターと相談しながら導入に向けて動いていきます！ 

（地区社協会長） 

・自治会に福祉委員を導入しようと考えています。自治会の実情にあった福祉委員のあり方

を模索していきたいです。（自治会長） 

・複数の地区を兼務しており、とても一人では見守りできないと悩んでいました。しかし、

各地区の福祉委員さんと連携するようになってから随時情報を頂けるので助かります。 

（民生委員児童委員） 

・情報交換会に参加することで、他地区の民生委員・福祉委員の動きを知ることができ、ま

た課題の共有もできるので、以後の活動に役立っています。（福祉委員） 

・遠方に住んでいるため、なかなか両親の様子を見にいくことができませんが、福祉委員さ

んに見守っていただけるので安心です。（高齢者夫婦のみ世帯の娘） 

・福祉委員は 1 年任期のため、連携が取れだした頃に次の人と交代してしまうのでもったい

ないです。（1 年任期の自治会の民生委員児童委員） 

・“福祉委員”という職務にやりがいを感じていますが、住民の認識も様々で活動しにくいと

思うこともあります。地域を越えて情報交換できるところはありませんか。（福祉委員） 
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○支援自治会数・率 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

自治会数 

（自治会） 
― 61 66   250 

率 

（％） 
― 14.3 15.4   59 

※支援率 分母 425 自治会 

要援護者登録世帯数 

  平成２６年度 1,028 世帯 

  平成２７年度 1,453 世帯 

除雪支援活動者登録数 

 平成２６年度 1,087名 

 平成２７年度 1,221名 

 

○実施状況報告 

要援護者世帯等（高齢者世帯およびしょうがい者世帯等）に対する地域の除雪活動を支援

（傷害保険加入、小型除雪機貸出）し、地域の見守り支えあいの活動を推進しています。 

（平成２６年度新規事業） 

【事業報告シートｐ．２５】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 地域の除雪支援活動をとおして要援護者世帯に対する地域の見守り支えあいの体制作りが

進められている。６６自治会で取り組みが展開され１，４５０件を超える要援護者世帯への

除雪活動、見守り活動が展開された。昨年に比べ特に旧長浜地域での登録要援護者世帯数お

よび支援者数の増加がみられた。要援護者世帯に対する地域の見守り支えあいの体制づくり

の輪が広がっている。 

今後さらに取り組む自治会を増やし降雪時においても誰もが安心して生活できる地域の基

盤づくりの推進が求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・自治会内の高齢者やしょうがい者等の生活の安心・安全確保と向上を図るとともに地域で

支えあう体制支援が図られた。 

・旧長浜での加入が多くみられ、除雪活動を通じた地域住民同士の支えあい活動が図られた。 

【課題】 

・取り組む自治会が市全域に広がるよう各自治会への周知、推進が求められる。 

 

主な参加者・住民の

評価・声 

・除雪活動の保険加入があるおかげで万が一のけがも保障してもらえるので安心して除雪活

動に取り組むことができます。（自治会長） 

・今年は降雪量が少なかったため、除雪出動がなかったですが、自治会で高齢者やしょうが

い者世帯を見守るきかっけになりました。 
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○利用者数・実施（相談）件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

利用者数 

（人） 
119 111 105   150 

実施件数 

（件） 
2,366 2,357 2088   2,700 

 

○実施状況報告 

一人暮らし高齢者等の方に対して、ボランティアが安否確認や日常生活での出来事・悩

みなど身近な話題について傾聴することで、事業登録者の社会的孤立感の解消と地域での

見守りを目的としている。また、ボランティアを対象とした研修会を年 2回実施し、傾聴

の姿勢や相談の質を高める取り組みを進めている。毎年、第二回研修会では事業登録者へ

の年賀状を作成し、その後ボランティア同士の交流会を行っています。 

新規登録者：３人    脱退者：9 人（死亡、施設入所、転居による） 

 

【事業報告シートｐ．２６】 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント  ボランティアとの電話での対話をとおして、利用されている一人暮らし高齢者やしょうが

い者の安否確認や社会的孤立の軽減が進められている。また、必要に応じて、民生委員児童

委員やケアマネージャー・地域包括支援センターなどの福祉関係者・機関と連携することで、

包括的な見守りにつなげる取り組みが推進されている。 

福祉関係者・専門機関をとおして事業の周知と新規登録者の開拓を行っているものの、登

録者数は減少傾向にある。各地区の行事やサロン（一人暮らし高齢者のつどい等）の参加者

に声掛けを行うなど、新規登録につなげる取り組みが必要である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・電話であるからこその相談や対話があり、安否確認をとおして登録者とボランティアの信

頼関係が生まれている。 

・電話での対話を通じて、高齢者の不安や孤独感の軽減につながっている。 

・ふれあい電話ボランティアに対する研修会や交流会を実施することで、コミュニケーショ

ン技術の向上や横断的なボランティアグループの交流が生まれている。 

【課題】 

・登録者数が減少傾向にある中で、利用者拡大に向けて新たな対策を考えていく必要がある。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・誰とも話さない日が多いので、電話が掛かってくるのが楽しみです。 

（ふれあい電話登録者） 

・誰かに気にかけてもらえているのだと思うとうれしいです。（ふれあい電話登録者） 

・家族や近所の人に話せないことも、ふれあい電話でなら話せます。（ふれあい電話登録者） 

・自分の気持ちが相手に通じるよう、まごころ込めて傾聴するようにしています。 

（ふれあい電話ボランティア） 

・電話だから相談できることもあります。だから、ふれあい電話は大切な事業だと思います。

（ふれあい電話ボランティア） 

・男性の登録者から、おかずの作り方などを訊ねられる時もあります。気軽に聞いていただ

き、頼りにされていると思うとやりがいも感じます。（ふれあい電話ボランティア） 

・足腰が悪くサロンに参加しにくい一人暮らしの高齢者に、この事業を案内し登録したとこ

ろ、後日「電話が掛かってくるのを心待ちにしています」とのお声を頂きました。 

（民生委員児童委員） 
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○取組み支援自治会数・率 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

自治会数 

（件） 
11 11 19   20 

率 

（％） 
2.5 2.5 4.4   4.7 

※取組み率 分母 425自治会 

○実施状況報告 

自治会内の見守り活動を支援し、体制の充実と住民意識の向上に努めています。 

長浜市の「避難支援・見守り支えあい制度」を活用した情報管理や、自治会内の見守り

活動情報をマップ化する「防災・福祉マップ作り」など、見守りと支えあいの地域づくり

活動を行っています。 

自治会支援実績 平成２７年度 自治会数：12自治会 

  支援回数：88 回   参加者数：781 人 

 

○啓発活動・研修会等の開催（地区別） 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施回数 

（回） 
19 33 34   27 

実施地区 

（％） 
60 73 67   67 

※実施地区率 分母 15地区 

※実施地区数は同地区内で複数開催している場合もあるため、実施回数と一致しません。 

○実施状況報告 

参加者数：１，６５４人 

活動自治会に対して、見守り活動の情報更新や先進地事例の紹介、意識向上のための学

習会等を実施することで活動の充実に努めています。 

また、見守り活動の啓発研修を実施することで、新たな自治会での活動の呼びかけを行

い、更に多くの地域での活動を推進しています。 

【事業報告シートｐ．２８】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 見守り活動と防災活動をつなぐことで、自治会や地域の防災と福祉への関心を高めた活動

が展開できている。 

平成２７年度は１２自治会での取り組みを進め、延べ８８回の研修会等を実施し、見守り

活動に対する関心の高まりや次活動意欲の向上が図られた。 

住民同士による見守りの仕組みづくりは、災害時だけでなく日ごろから安心して地域で暮

らせるための仕組みをつくるため、今後も継続した取り組みが必要である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・長浜市避難支援・見守り支えあい制度の推進を目的として、「命のバトン（見守り情報収納

ケース）」や「防災・福祉マップ」を活用することで、自治会単位の見守りや支えあいの関

係づくりが促進されている。  

・見守りや支えあいの基盤となる自治会に応じた方法で、たすけあいや支えあいの取り組み

方法や活動について話しあう機会ができており、住民の主体的な関わりで、地域の安心感

や暮らしやすさを支える仕組みづくりができている。 

・見守り活動の意識啓発フォーラムが開催され、新たに取り組みを行う自治会への呼びかけ

が実施されている。 

【課題】 

・自治会での見守り活動の推進には自治会役員や民生委員児童委員との連携は不可欠であり、

丁寧な呼びかけや取り組みの支援が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・「命のバトン（見守り活動情報収納ケース）」や「防災・福祉マップ」は、いざという時だ

けでなく、日ごろの住民間の支えあいの意識向上にも役に立っています。 

（見守り活動に取り組んだ自治会の自治会長） 

・住民同士の支えあい体制ができたことで、ひとりひとりの負担感なく、見守りや声かけが

出来るようになりました。（見守り活動に取り組んだ自治会の民生委員児童委員） 

・これからの地域の暮らしには、近隣の見守りや支えあいが、ますます必要な活動になって

くると思います。（見守り活動に取り組んだ自治会の女性役員） 

・ゲームや体験学習をとおして、近所のおつきあいの大切さなどを学ぶことができました。 

 （出前講座参加者） 

・フォーラムに参加し、これから自分の自治会で見守り体制について民生委員さんたちと考

えていきたいと思いました。（見守り活動フォーラムに参加した自治会長） 

・命のバトンのような取り組みがあることを知りませんでした。これがあると私も安心でき

ます。（命のバトンを設置した要援護者） 

・自治会運営に忙しく、見守り活動の必要性は理解していてもなかなか取り組むことができ

ない（自治会長） 
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○歳末たすけあい運動 実施件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施件数 

（件） 
1,917 1,824 1758   2,.000 

○実施状況報告 

 “みんなでささえあうあったかい地域づくり”をスローガンに、支援を必要とする方たち

が新年を迎えるにあたって、住み慣れた地域で健康に暮らせよう実施しています。 

地域住民の協力（募金）が必須であり、引き続き事業への理解と周知拡大を図ります。 

 

○実施事業 

・一人暮らし高齢者等そうじ支援事業 233 件 

・歳末おせち料理配食事業      1,121 件 

・特別支援学級等学用品支援事業   248 名 

・要保護世帯図書カード支援事業   71 名 

・福祉施設・団体等歳末行事支援事業 35 件 

・小児病棟クリスマス訪問事業    50 名 

・緊急食糧給付事業 

 

 

【事業報告シートｐ．２９】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 平成 27年度においても、地域住民や民生委員児童委員、福祉団体等との連携と協働により、

支援を必要している方々を地域であたたかく見守る運動が展開された。 

地域住民の協力が不可欠な事業であり、内容の周知と理解を深める機会をつくる必要があ

る。また、民生委員児童委員と連携し地域ニーズの把握や福祉課題の整理を行うことで、歳

末たすけあい運動の理念に沿った活動の展開を図っていくことが求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・民生委員児童委員をはじめとした福祉団体や組織との協働・連携の取り組みにより、地域

ニーズに応じた活動を展開することで、支援を必要とする人たちの孤立感の緩和や地域の

交流活動が進められた。 

【課題】 

・歳末たすけあい運動の意義や理念が、戦後の生活困窮者支援を中心とした活動から、誰も

が地域の中で安心して暮らすことのできる地域づくりを目指していくことに変わりつつあ

る中、市民のより一層の運動に対する理解と関心を高めることができる仕組みづくりが求

められている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・来年の高校受験に向けて「図書カードで参考書を買う」と子どもが意気込んでいました。 

 （図書カード支援を受けた子どもの保護者） 

・一人で過ごす年末は寂しいものですが、今年は民生委員さんが様子見を兼ねておせち料理

を持ってきていただき、ありがたかったです。 

（おせち料理配食を受けた一人暮らし高齢者） 

・身体が思うように動かず、あまり掃除もできていなかったのですが、支援していただき、

清々しい気持ちで新年を迎えることができました。 

 （そうじ支援利用の一人暮らし高齢者） 
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○よろず相談・法律相談 相談件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

相談件数（件） 

【よろず】 
337 246 254   400 

相談件数（件） 

【法律】 
72 132 113   144 

 

○実施状況報告 

日常生活の悩みや心配ごとに対する相談を受けることで、市民の身近で気軽に相談できる

事業として開催しています。 

また、専門的な相談に対応するため、弁護士による法律相談を開催し、幅広い市民の生活

相談に応じています。 

【事業報告シートｐ．３０】 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 質の維持・向上などによる体制整備や周知・啓発の取り組みにより生活上の悩みや心配ご

とが相談できる身近な窓口と、専門的な相談に応じることができる窓口という認識が少しず

つ高まってきている。 

平成２７年度は、離婚問題や財産に関する問題、家庭内に関する問題を抱えた相談が多く

見受けられ、各専門機関へのつなぎや連携の必要性が高まっている。 

広報での周知や関係機関への周知をより一層推進し、地域住民の身近な相談所となるよう

認知度の向上と専門機能の強化を図ることが求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・表面化していない様々な相談に初期段階で対応することにより他機関への連携を促すなど

市民の不安や困りごとを解消へ導く手段の一つとなりつつある。 

【課題】 

・市民の認知度をさらに高めるために運営方法や周知・啓発の取り組み方法の再検討が求め

られる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・どこに相談して良いか分からなかったが親身に相談を聞いていただき、専門的に対応いた

だける相談機関を紹介していただけたので相談に来て良かった。（相談者） 

・弁護士に相談するのは敷居が高いと思い戸惑っていたが、無料で相談をすることができた

ことで、問題を早期に解決することができました。（相談者） 
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○成年後見援助件数・権利擁護利用者数、支援回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

受任件数 1 ２ ８   20 

援助回数（回） 

【後見】 
 188 331   250 

利用者数（人） 

【権利擁護】 
194 211 211   230 

支援回数（回） 

【権利擁護】 
6,893 7,974 8,765   8,700 

 

○実施状況報告 

 認知症や知的・精神しょうがい等により、判断能力の低下または不十分な方が地域で安心

して生活できるように、成年後見業務の受任と地域福祉権利擁護事業の実施、成年後見制度

利用に関する相談、普及啓発活動、利用申請支援等を実施しています。 

・主な事業内容 

 成年後見サポートセンター事業（相談・利用申請支援・広報啓発活動） 

地域福祉権利擁護事業 

法人後見事業 

【事業報告シートｐ．３０】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 権利擁護に関する身近な相談支援機関としての機能が整備され、成年後見等相談支援回数

や法人後見受任件数が増加している。 

平成２７年度は、市民を対象に成年後見・権利擁護サポーター養成の取り組みを進め、23

名が受講し制度の普及啓発に重点を置いた取り組みを進めることができた。１１名の受講修

了者がセンター登録し、普及啓発活動を中心とした住民の主体的な取り組みの基盤整備が進

められた。 

窓口での相談業務と併せて専門職が福祉施設に出向いて出張相談を行うなど、アウトリー

チによる柔軟で相談者に寄り添った活動が展開されている。 

 また、地域福祉権利擁護事業については、利用者の多様化する課題に対応するため、専門

機関との連携・協働による支援を中心に置いた支援が展開できている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・判断能力が不十分な方の権利を守り、地域で安心して生活が送れるよう基盤整備が進めら

れている。 

・センターとともに制度の普及・啓発や相談などの活動に従事できる人材の育成を目的とし

たサポーター養成講座が開催され、制度の適切な理解が深められた。 

・日常生活の困りごとに対し、各専門機関と協働しワンストップの問題解決に向けた相談会

が実施できている。 

・行政や関係機関と連携を深めることを目的とした取り組みが行われている。 

【課題】 

・サポーター養成講座を修了し、センター登録した１１名の受講終了者が、知識を生かし地

域で活動できる機会とさらに知識を深められる取り組みが求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・ワンストップの相談会に参加し、今後の方づけが明確になりました。アドバイスいただい

た内容を検討して問題が解決できるように進めていきたいです。丁寧に相談を聞いていた

だきありがとうございました。（相談した市民） 

・身近なところに相談できるセンターができたことで、制度の利用が望ましい方を適切につ

なげることができるようになりました。（行政） 

・金銭管理等をやっているが、裁判所への報告でよくわからないところを教えてもらえて、

助かりました。（親族後見人） 

・自己決定支援に関しては十分できていないのが現状です。今日の研修をもとに今後本人と

の会話の中で傾聴し、求めている事を明らかにしていきたいです。(介護支援専門員) 
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○福祉教育実施件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施件数 

（回） 
275 303 257   250 

 

○実施状況報告 

市内の小中学校や高等学校、企業、自治会等に対して、様々な福祉教育のプログラムを企

画、実施し、「命」の大切さや「思いやり」「たすけあい」の心を育てることで、福祉への理

解を深め、ともに支えあう関係づくりや意識づくりに取り組んでいます。 

【主な福祉体験プログラム】 

・アイマスク体験・要約筆記体験・車いす体験・高齢者疑似体験・各種ボランティア体験等 

【事業報告シートｐ．３４】 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント  体験学習やボランティア体験をとおして福祉への理解や関心を深める活動が推進され、教

育機関、仕事や暮らしの場などで２５７件の福祉教育が展開された。 

平成 27年度は、しょうがい当事者団体に対して、地域の中でともに地域課題の解決に向け

た取り組みを推進していく必要性を福祉教育に取り込み、課題解決に向けたボランティア活

動への参画を促進することが図られた。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・教育機関等に対して福祉教育プログラムを提供することにより、市内３０校が福祉教育の

取り組みを進め、体験をとおした学びや福祉に対する理解と関心が高まってきている。 

・自治会や企業で福祉教育を実施することにより、地域の課題解決のきっかけとなりうるよ

うに共に考え、参加者同士が意見交換・交流することで福祉に対して理解や関心を深める

ことにつながっている。 

【課題】 

・学校や地域の実情に応じた福祉教育プログラムの開発と対応が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・教員ではできない専門的なことを、分かりやすく話していただき、私たちも気づきや発見

がありました。（小学校教員） 

・福祉教育の車イス体験は、子どものためにと思って参加しましたが、実際体験を行うと気

づくことがたくさんありました(親子で体験参加) 

・授業の中にありました「ふくしはふだんのくらしのしあわせ」という言葉は、とてもいい

表現です。これからも子どもに伝えていきたいです。(中学校教員) 

・視覚にしょうがいがあっても、ひとりでできる工夫をされていることが分かった。（小学生） 

・高齢者疑似体験をして、体が重く大変でも僕たちのために、登下校の見守り隊活動をして

もらっている。これからは進んでお手伝いしたいと思います。（小学生） 

・普段の暮らしの中で、なかなか考えることの少ない“福祉”について、いろいろな体験を

通じて考えるきっかけとなりました。（自治会参加者） 
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○講座開催数（技術習得） 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施回数 

（回） 
５ 21 26   40 

○実施状況報告 

専門知識および技術を持った社会福祉協議会職員が講師となり、地域住民が福祉活動を身

近に感じてもらえるような講座を開催し、地域福祉活動を担う人材を育成しています。 

【事業報告シートｐ．３５】 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 平成２７年度は、昨年度以上に専門知識や介護技術習得の学習会・研修会が各地域で取り

組まれた。小地域サロンでの介護予防講座の要望が多く、住民の身近な福祉や介護学習の場

として、福祉に関する知識と技術習得、地域人材の育成が推進されている。 

今後も地域ニーズに応じたプログラム開発が求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・地域住民が介護予防に取り組むきっかけとなっている。 

・地域の福祉課題にあわせたプログラムが再構築され、さらにわかりやすい認知症や転倒予

防など身近に感じやすい内容となっている。 

【課題】 

・地域ニーズにあったプログラムの開発が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・新しい介護保険制度について、わかりやすく教えていただき、少し意識が変わりました。 

（講座受講者） 

・認知症や介護などは、他人ごとではなく将来的には自分のことでもあるので、今からでき

ることをするきっかけになりました。（講座受講者） 

・実際に認知症に家族がなったりしないと実感がわかなかったが、近所の人が認知症かなと

思ったら、その人を地域で支えることができるようこれから考えていきたいです。（認知症

講座受講者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



長浜市地域福祉活動計画事業評価シート（平成 2７年度年間） 

- 26 - 
 

基本 
目標 

活動 
の柱 活動事業および目標到達状況 

  

だ
し
か
い
な
の
人
づ
く
り 

２
―
① 

参
加
と
交
流
を
育
む
環
境
づ
く
り 

 

 

 

 

 

○講座開催数・受講者数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

講座数 6 7 10   6 

受講者数 

（人） 
539 828 981   ６00 

○実施状況報告 

しょうがいへの理解、ボランティア活動の理解、子どもや親子等を対象とした福祉テーマ

型のボランティア講座を開催することで地域の福祉活動やボランティア活動への取り組み

のきっかけづくりを推進しています。 

また、ボランティア講座をとおして、ボランティア活動者のスキルアップや活動環境の充

実を図っています。 

【事業報告シートｐ．３６】 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント ボランティアに関心を持つきっかけ講座や、ボランティア活動団体(者)の充実を目的とした

講座の開催が活性化している。また暮らしの課題の解決に向けた講座を開催することで、ボ

ランティア活動に参加する意欲向上につながっている。 

平成２７年度は、10 講座 981 名が受講し多くの受講生がボランティア活動参加者につな

がっている。また、講座終了後ボランティアグループへの加入を図ることで、ボランティア

活動に定着しやすい支援体制が整備されている。 

 今後も地域ニーズや社会的課題に対応したボランティア養成講座を実施し、ボランティア

活動に対する関心を高めることが求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・ボランティア養成講座の受講後、ボランティア活動を始めたい人に対し、活躍しやすい環

境が整っている。 

・ボランティア活動者がいきいきと活動されることで、生きがいづくりにつながり、地域の

キーパーソンとして役割を担う人材育成につながっている。 

・養成講座をとおして、新たなボランティアグループの立ち上げや、既存のボランティアグ

ループの活動者が増えたことで、安定したボランティア活動の基盤づくりが推進されている。 

【課題】 

・暮らしの課題に着目し、市民全体で解決に向けた取り組みが進められるよう福祉意識の啓

発につながるボランティ講座の開催が求められている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・養成講座に参加し、自分にできるか不安でしたが、活動者の先輩に助けていただき楽しく

活動しています。（講座終了後ボランティアグループに加入された受講者） 

・昨年申し込んだ講座が満員で、１年間待って今年講座に参加できました。すごく楽しくて

大満足です。 (受講者) 

・もっと早くボランティア講座に応募し、受講すればよかった。（受講者） 

・ボランティア講座ってもっと難しく、敷居が高いと思っていましたが、誰でも参加できる

と参加してよくわかりました(受講生) 

・今後もステップアップ講座を開催してもらいたいと意欲的(受講生) 

・仕事を退職しチラシを見て参加しました、新しい出会いに感謝しています。(受講生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



長浜市地域福祉活動計画事業評価シート（平成 2７年度年間） 

- 27 - 
 

基本 
目標 

活動 
の柱 活動事業および目標到達状況 

  

だ
し
か
い
な
の
人
づ
く
り 

２
―
① 

参
加
と
交
流
を
育
む
環
境
づ
く
り 

 

 

 

 

 

○広報紙・ボランティア情報紙発行回数 

 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

発行回数（回） 

【広報紙】 
4 4 4   4 

発行回数（回） 

【ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ】 
14 18 19   15 

Facebook 更新 ― ― 62   50 

 

○実施状況報告 

市内全戸配布の広報誌、ボランティア活動者向けの情報誌の発行とホームページを運営

し、福祉情報の提供や福祉活動の取り組み紹介などを行うことで、福祉意識の向上と地域福

祉活動への参加促進を目的としています。 

ボランティア活動などに対する必要な情報を提供し、事業参加の呼び掛けや、ボランティ

ア活動のきっかけづくりに取り組んでいます。 

また、より身近で高頻度に地域福祉に関わる情報を発信することを目的に、Facebook ペ

ージを開設し情報の発信に取り組んでいます。 

【事業報告シートｐ．３７】 

 

 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 

 

福祉情報の発信をとおして、地域福祉やボランティア活動に対する市民の理解と関心を得

ることで、新たな地域福祉・ボランティア活動の担い手の発掘につながった。 

平成２７年度は、Facebook ページを開設したことで、より身近で手軽に情報を得られる

ようになり、様々な世代、特に若年層が福祉活動やボランティア活動に関心を持つ機会がつ

くられた。 

今後も住民への多様な情報発信ツールを検討し、効果的な広報活動に取り組むことが必要

である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・Facebook ページ開設により、幅広い世代に地域福祉活動やボランティア活動が周知され、

活動への参加者増加につながっている。 

・広報誌からサロン内容の情報を得ている代表者もおり、負担軽減につながっている。 

・イベントや事業に対し「広報紙を見て応募した」という参加者が増えており、広報紙を媒

体とした情報提供の効果が表れている。 

【課題】 

・広報紙やインターネットを活用した、効果的な広報啓発活動の取り組みの検討が求められ

ている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・広報紙に載っていたイベント（おもちゃ図書館）に興味があったので、参加しました。 

（地域住民） 

・どこに相談すればいいのか悩んでいたところ、広報紙でよろず相談の記事を見かけ相談し

てみました。（地域住民） 

・夏休みのボランティア先を探していたら、広報紙で募集記事を見つけたので応募しました。

（学生ボランティア） 

・Facebook を見て、福祉のイメージが明るいものに変わりました。スマホで手軽にアクセ

スできるので「こんなイベントがあるんやなぁ」と思いながら見ています。（地域住民） 

・サロンのネタに困ったら、サロン情報紙をみています。簡単なレクリエーションが載って

いるので助かります。（サロン関係者） 

・バタバタしているとボランティア保険への加入はつい忘れがちになりますが、ボランティ

ア情報紙でインフォメーションしてくれるので助かります。 

（ボランティア団体代表者） 

・時期にあった情報も載っているので、読むのが楽しみです。（地域住民） 

・広報誌を読むことが、福祉について学ぶきっかけとなりました。（地域住民） 
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○社会福祉大会参加者数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

参加者数 

（人） 
300 362 464   330 

○実施状況報告 

福祉講演会や地域福祉活動者の実践報告、社会福祉功労者表彰等をとおして、また、市内

のボランティアやしょうがい者作業所、介護事業所との連携によるブース運営を行うこと

で、参加者の福祉に対する理解と関心を深め、地域でともに支えあう意識を高める機会づく

りに取り組んでいます。 

【事業報告シートｐ．３９】 

 

 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 市民の福祉活動や社会的課題に対する理解と関心を高める機会として取り組みが推進され

ている。 

平成２７年度は「みんなでつくる認知症にやさしいまち地域で認知症を支えていくために

は」をテーマに、認知症について学び、地域住民の支えあいを考える機会がつくられた。福

祉活動団体や活動者に対して、新たな支援の取り組みの視点をつくることができた。 

また、市民の関心度の高い認知症について学ぶ（コグニサイズ）ことで、地域でともに支

えあう地域づくりの推進が図られた。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・認知症に対する理解と関心が高まり、地域でともに支えあう意識を高める機会をつくるこ

とができた。 

・認知症をテーマにしたことで、関心も大きく参加者の幅も広がった。大会をとおして地域

の支えあいの取り組みが広がり、地域でできる事の整理や気付く機会がつくられた。 

 

主な参加者・住民の

評価・声 

・年齢を重ねるにつれ認知症は、自分がどうなるかわからない。今後は自分の問題として、

地域のみんなでできる支えあう事を考え、これからの活動に大いに生かしていきたいと感

じました。（参加者：民生委員児童委員） 

・福祉講演会を聞いて勉強になりました。コグニサイズの体操よかった。（参加者） 

・今年も「福祉の絵」、「あったかハート標語」いいですね。（掲示されている絵の前で）親子

で写真を撮られる姿に癒されました。（参加者） 
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○支援事業数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

事業数 

（件） 
8 11 14   13 

○実施状況報告 

市内の福祉団体の活動や取り組みに対する相談をとおして連携や協働の仕組みの構築や

継続した事業展開の基盤（活動財源等の確保）を支援し、各福祉団体による主体的な福祉活

動を支えています。 

 

【事業報告シートｐ．４０】 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 平成２７年度は 8 団体・14 事業に対する活動財源の支援を実施し、福祉団体の主体的な活

動と様々な福祉課題に応じた取り組みが推進された。 

支援活動をとおして福祉団体間の連携・協働体制の構築を図ることで事業の継続・拡充が

進められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・福祉団体活動を支援することで、活動の推進と団体運営の充実が図られている。 

・福祉活動団体と連携、協働することで様々なテーマ型の地域福祉が推進された。 

【課題】 

・支援する団体が固定されており、助成利用に向けて門戸を広くする必要がある。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・活動費をいただけたことで、事業実施数を増やすことができました。（福祉団体役員） 

・相談に乗ってもらい、充実した内容で活動できました。（しょうがい団体役員） 

・助成金を利用していつもより少し遠方の研修地に出かけることができました。いつもとは

違う取り組みだったので、参加者から喜びの声をいただきました。（福祉団体役員） 

・一人暮らしの高齢者を対象に、毎月訪問活動を実施し、農家より提供いただいたもち米を

使った山菜おこわやおはぎは大変喜んでもらい、協力者の励みになっています。孤独感・

孤立感を和らげ安心して暮らしていただけるよう、お互いに話し合い、より良い活動をめ

ざして取り組んでいます。（団体事務局） 

・スポーツ大会を実施し高齢者の健康づくり、交流・新睦を図り、併せて交通事故防止の啓

発も行いました。 

・地域の実情や課題の把握に努めました。地域における見守り支援、相談等日ごろの活動の

充実を図りました。活動を地域の人々に PR し、活動しやすい環境づくりに努めました。研

修等への積極参加を進めました。団体や関係機関、行政との連携に努めました。（団体事務

局） 

・湖北地域２市１７ヵ園から保育園児の絵画を展示。数多くお越しくださり、感性豊かな絵

を観覧いただきました。（団体事務局） 

・親子なごやかな雰囲気のもと、納涼と体験学習が出来ました。皿回しにも皆で挑戦しまし

た。（しょうがい団体役員） 

・ボーリングをする事でスポーツをする喜びを感じられて楽しくプレーされていました。（し

ょうがい団体役員） 
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○活動実施回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実施回数 

（回） 
3 3 ３   5 

○実施状況報告 

地域内の様々な組織や団体、福祉施設、企業等との協働による防災・減災活動をテーマと

した活動を推進しています。地域のネットワークを構築することで、有事だけでなく平時よ

り地域の福祉課題やニーズに対応した福祉活動を推進する基盤づくりを目指します。 

・災害や復興、災害ボランティアに関する勉強会の開催 

・被災地支援の活動や災害に対応する取り組みの検討 

【事業報告シートｐ．４１】 

評 価 

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 取り組みをとおして防災・減災活動を中心とした地域組織のネットワーク化が図られてい

る。参加団体を中心に、災害時だけでなく日ごろから地域福祉活動や見守り活動への関心が

高まる取り組みが進められている。 

 事業を継続することで取り組みに対する地域住民の理解を深め、より多くの地域住民や関

係団体の参画を図ることが求められる。また、地域での見守り活動等、住民・関係団体が一

体となって取り組めるテーマに絞った勉強会等の実施に向けた検討が求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・災害支援活動をきっかけとして、住民や関係団体等の地域福祉推進に対する関心が向上し

ている。 

・地域住民の主体的な企画により、活動（研修会等）が継続して運営される基盤作りが進め

られている。 

【課題】 

・取り組むテーマが広範囲になるため、身近なテーマや暮らしの課題の解決に向けた取り組

みとなるよう事業テーマの絞り込みが必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・災害から地域を守るのは、結局地域住民。そのためには、自分たちが地域を守るのだとい

う意識が重要だと改めて感じた。（自治会長） 

・連絡会に参加し、防災という視点から改めて地域を見つめなおす必要性を感じた。有事の

際、地域で活用できる資源の見直しを図りたい。（自治会長） 

・長浜市の防災・減災活動状況を、詳しく知りたい。（地域住民） 

・研修会で、「役場は “何もしてくれない”のではなく、“何もできない”のだ」という言葉

を聞き、各々で行う防災対策の必要性を感じた。（地域住民）・連絡会に参加したことで、

福祉施設入所者の存在を地域住民に周知する良い機会となった。（福祉施設職員） 

・有事の際に企業に求められる役割を、住民の立場に立って考えていかなければならないと

思う。（地元企業代表者） 
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○ボランティア登録支援（登録）団体数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

支援団体数 232 237 242   240 

○実施状況報告 

市内で活動するボランティア団体等の活動支援や運営に関する相談・助言を行なうことで

ボランティア団体活動の充実や活動の継続を支援しています。 

また、ボランティア団体の組織化やボランティア同士の連携・協働の機会を設けることで

新たなボランティア活動の展開を図っています。 

【事業報告シートｐ．４２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント ボランティア団体の活動支援や登録、相談支援・助言等をとおしてボランティア活動の活

性化・充実が推進されている。 

 平成２７年度は２４２団体が登録し、ボランティア同士の連携・協働の基盤整備が進め

られた。また、ボランティア活動をとおして活動者の生きがいづくりの促進と仲間づくりの

取り組みが進められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・ボランティア活動希望者には、ボランティア活動団体一覧を発行することにより、活動団

体の情報提供を行ない、団体への加入につながった。 

・ボランティア活動団体一覧によって活動団体の情報を広く市民に提供することにより、活

躍の機会が増え、活動の幅が広がった。 

・ボランティア講座終了後、新規グループとして登録につながっていることや、活動希望者

をボランティア団体につなぐことで、活動の場づくり・仲間づくりが推進されている。 

・ボランティア情報紙「えくすてんど」等をとおして、社協や民間助成等の情報提供を行な

うことで、活動財源の確保に向けた取り組みが進められている。 

・ボランティア活動保険の加入によりいざという備えになり、活動時の安心につながる。 

【課題】 

・ボランティアセンターに登録していない団体も多く、今後は市民活動センターと連携し幅

広いボランティア活動への支援に向けた仕組みづくりの整備が必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・今までボランティア活動をしていても、ボランティア活動保険を知らなかったけど、ボラ

ンティア保険や、助成に対して相談にのってもらって助かります。（ボランティア団体長） 

・情報紙「えくすてんど」を見て、私たちの活動は登録できるのか相談にのってもらい、気

軽に対応してもらいうれしかったです。（登録団体） 

・グループの活動や運営、ちょっとした困り事についていつでも相談にのってもらえるので

うれしいです。（ボランティア団体長） 

・登録して、活動場所を紹介していただきうれしかったです。(ボランティア団体長） 
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○ボランティア連絡協議会事業開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
28 49 （61）   35 

○実施状況報告 

市内のボランティア連絡協議会の運営を支援することで地域内のボランティア団体・個人

の交流・連携・協働・学習の場としての機能を充実させています。 

また、ボランティア連絡協議会同士の協働・ネットワークづくりを進めることでボランテ

ィア活動に対するニーズへの対応や活動課題の解決に向けた取り組みを促進します。 

 

【事業報告シートｐ．４３】 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
 【Ａ】達成できている 

評価コメント 市内９つのボランティア連絡協議会は、地域のボランティア活動団体(者)の中核的な存在と

して、各地区で自主的に活動を展開することができている。地域の課題に応じた交流会や研

修等の支援を行ない団体間の相互理解や協働体制の構築が推進されている。 

今後も、幅広いボランティア団体の参画のもとボランティア活動の中核組織としての機

能・事業活動の充実が求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・連絡協議会間の連携・協働体制を構築することで各地区のボランティア連絡協議会活動の

活性化につながっている。 

・今期は代表者会議や協働で実施したボランティア活動をとおして、互いの活動への理解を

深め、代表者同士の関係づくりが推進された。 

・復興バザーの活動をとおして、互いに相談し合える関係ができ、交流会に発展し、連絡協

議会の活性化につながっている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・水源の森のボランティア活動をとおして、連絡協議会会長と親睦を深める事ができ参加し

てよかった、また企画してほしい(V 連会長) 

・今年も復興バザーできて良かった、回数を重ねるとお互い気心が分かって楽しい、来年も

一緒に復興バザーがあれば参加したい。(社会福祉大会復興バザーでのボランティア活動者) 

・代表者会等において、他の地区のボランティア連絡協議会の情報を知ることができ、自分

の連絡協議会に生かされているのでこれからも参加したい(V 連会長) 
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【長浜市福祉バス事業】（平成２７年度新規事業） 

○事業目的 

 市内で活動する高齢者、心身しょうがい者（児）、母子家庭、地区社協、ボランティア団

体等の福祉団体の様々な福祉事業（大会参加、研修事業、交流事業、ボランティア活動等）

の実施や参加を支援するため、長浜市福祉バスを運行します。 

 

○長浜市福祉バス運行 実施回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

貸出件数 

（件） 
- - 83   55 

 

〇実施状況報告 

 ・利用車両：大型バス（正席４５人まで）４６台・リフト付きバス２台・中型バス（正席

２８人まで）小型バス（正席２０人まで）３５台 

 ・利用者数：２，２８１人 

 ・利用日時：平日 午前８時３０分～午後５時まで（原則） 

 ・利用団体：市内の福祉活動団体（市との委託契約により利用団体の定めがあります。）

※1 団体原則 1 回／年 

 ・運行距離：長浜市役所を中心に半径 110 ㎞の範囲 

 

【事業報告シートｐ．４４】 
 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 各地区社協、民児協等福祉バスの運行をとおして、福祉団体活動の活性化、当事者団体に

よる要援護者等の社会参加と交流が推進されている。 

平成２７年度は、市から社会福祉協議会へ実施主体が変更となり、これまで培ってきた地

域福祉の連携・協働体制基盤を活用することで、福祉バスを活用した福祉団体の取り組み・

活動の充実が図られた。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】  

・福祉団体等が福祉バスを利用することで、幅広い福祉活動・交流事業の取り組みが進めら

れ、福祉団体活動等の活性化が促進されている。 

  

主な参加者・住民の

評価・声 

・地区社協の研修会に利用させてもらい、取り組みの幅が広がった。（地区社協役員） 

・母子家庭で夏休みでもなかなか旅行や外出の機会が取れない家庭が多い。福祉バスで県外

の一日旅行が実施でき、親子のふれあいや思い出づくりになったと思います。 

 （母子当事者団体役員） 

・急な研修で福祉バスを利用することになったが、迅速に対応してもらい無事に研修に行く

ことができた。（団体役員） 
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○地区社協研修会等開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
29 27 35   25 

参加者数：1,482 人 

○実施状況報告 

地域の福祉課題やニーズに対応した研修会等の開催を支援することで、地域内での福祉活

動者の育成と地域福祉活動の更なる充実を図っています。 

【事業報告シートｐ．４４】 

 

 

 

 

 

 

評 価 

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 地域の課題解決や今後の活動促進を目的とした研修会の実施により、地域福祉活動全般の

推進と人材育成の基盤づくりが展開されている。 

平成２７年度は、研修会の開催に合わせて自治会長、民生委員児童委員、福祉委員、ボラ

ンティア活動者等の意見交換会が開催される機会が多く、自治会や地区を単位とした横のつ

ながりを強化する取り組みが広がっている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・地域にあった課題解決や活動促進を目的とした機会が推進されている。 

・自治会長、民生委員児童委員、福祉委員、ボランティア活動者の意見交換により自治会内、

地区内の横のつながりをつくることができている。 

【課題】 

・地域の現状、課題に応じた研修内容の提案などが求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・先進事例の紹介により自治会の福祉体制構築を具体的に想像することができました。 

 （地域の見守り活動に関する研修会参加者） 

・身近な人達と地域の状況を話しあった意見を、自治会活動などに反映させていきたいです。 

 （災害講座に参加した自治会長） 
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○福祉委員研修会等開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
10 11 12   11 

○実施状況報告 

 地域の福祉活動や見守り活動を推進する福祉委員に対する研修会を開催することで、福祉

知識や援助技術の向上を図り、地域福祉推進のリーダーを養成しています。 

【事業報告シートｐ．４５】 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 地域福祉サポーター養成講座の開催や地域福祉コーディネーターによる継続的な働きかけ

によって、地域の見守り活動の担い手を新たに養成する取り組みが進められている。 

福祉委員活動のさらなる充実を目指し、活動内容の充実や地域ニーズにあわせた養成プロ

グラムの企画・提案が必要である。 

今後も地域福祉コーディネータ―による福祉委員設置地域の情報把握と、新規設置に向け

た継続的な支援が求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・身近な課題でわかりやすい研修プログラムを組むことで、未設置地域や新規活動者への負

担軽減、地域住民への事業に対する理解・関心の向上が図られ、福祉委員の設置に向けた

活動の活性化につながっている。 

【課題】 

・福祉委員未設置地域に対する研修会参加の働きかけや、福祉委員設置地区での活動のフォ

ローアップ手法等の検討が必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・研修会や情報交換会に参加することで、他地区の福祉委員活動を知ることができ、勉強に

なりました。（福祉委員） 

・福祉委員の活動について知りたいと思い、研修会に参加しました。自分の自治会で福祉委

員の立ち上げを検討するきっかけになりました。（自治会長） 

・初めて福祉委員として活動するのですが、不安でいっぱいなので研修会に参加しました。 

 先生の講義や先輩福祉委員の話を聞いて、気楽に考えることができるようになり、ほっと

しています。（福祉委員） 

・他の地域の福祉委員はどのような活動を展開されているのか知りたいです。（福祉委員） 
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○サロン開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 
（回） 

1,794 2,365 2,602   2,000 

サロン活動従事者数：平成２７年度 延べ１９，８１３人 

 
○実施状況報告 

サロンボランティアを対象とした交流会、レクリエーション等の講座の開催を通して、サ

ロンボランティアの活動意欲の向上とレクリエーション等のスキル習得を図ることで、それ

ぞれの身近な地域でサロン活動が展開、活性化できるよう支援しています。 

【事業報告シートｐ．４５】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サロン開催数の推移】 

 

 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント サロンスタッフに対する学習会・交流会等を開催することで、活動の活性化やサロン活動

内容の充実を図ることができた。 

平成２７年度は市内各地で２，６０２回開催（前年比 10％増）され、延べ１９，８１３人

のサロンスタッフが活動することができた。情報紙の発行やボランティア活動紹介、活動費

助成、レクリエーション用具(テーブルゲーム)等の貸出しの充実を図り、サロンスタッフが地

域で活動するための支援が進められている。 

 高齢化が進む中、地域に気軽に集う居場所をつくることで、活動者も参加者もいきいきと

暮らせる地域づくりを進めていくことが求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・サロンについての出前講座を地区社協や地域に対して行ったことにより、サロンや見守り

に対して関心が深まり、地域で取り組みを進めるきっかけとなった。 

・男性参加者を増やす事を目的に、昨年度サロンボランティア交流会でコミュケーションマ

ージャンの紹介を行った結果、男性参加者が増加した。 

・サロンボランティア交流会で認知症に効果がある体操等を紹介することにより、サロン活

動内容が充実し、活動者を支援することにつながっている。 

・気軽で簡単に楽しめる貸出用具等の購入により、サロン活動の充実が図れた。 

【課題】 

・自治会などの小地域におけるサロン活動者の人材育成に対するさらなる取り組みが必要で

ある。 

・気軽に簡単に楽しめるサロンの貸出用具等の充実を整備していく事が必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・「毎回サロンで何をしようか？」と悩みますが、情報紙をみてヒントをもらっています。 

（サロンボランティア） 

・男性の方はなかなか参加してもらえなかったが、コミュケーションマージャンを行い男性

の方がサロンに参加してもらえた。（サロンボランティア） 

・サロンで出会った方と町中で出会っても、声を掛け合う関係になれ、サロンに参加してよ

かった。（サロン参加者） 

・自治会で出前講座(サロンについて)後、「サロンをはじめよう」と、声が出てサロンをはじ

めるきっかけになった。(自治会長) 

・今回紹介してもらった持ち運びの簡単なゲームや簡単に遊べるゲームをもっと充実しても

らいたい。(サロンスタッフ) 
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○しょうがい(児)者交流事業ボランティア活動者数(延べ人数) 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

活動者数 

（延べ人数） 
115 172 139   180 

○実施状況報告 

しょうがい児者およびその家族が地域から孤立することを防ぐため、地域住民の方（主に

民生委員児童委員、健康推進委員、学生など）にボランティアとして参加していただき、

余暇支援を行っています。 

※療育レクリエーション…日帰り旅行に参加して参加者同士の交流を深めることで、地域

での顔見知りを作り孤立を予防するよう努めています。 

サマーハウス…夏休みの親子活動により、子どもの余暇充実と保護者の “ほっとする”

時間を確保しています。 

料理サロン…参加者とボランティアが一緒に調理することで、生活訓練と交流を図って

います。 

【事業報告シートｐ．４７】 

 

 

 

評 価  

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント しょうがい児者の余暇支援活動に地域ボランティアが関わることで、ボランティアが地域

とのかけはしとなり、当事者と地域の交流や絆づくりが促進されている。また、ボランティ

アの年齢層も学生から退職者世代と、徐々にではあるが幅広くなってきており、地域でのし

ょうがいに対する理解や関心を深めることにつながっている。 

平成２７年度は、しょうがい者支援のためのボランティア養成講座を開催し、人材育成に

向けた取り組みが進められた。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・ボランティア活動をとおして、しょうがいへの理解と関心を深めることができている。 

・地域住民がボランティアとして参加することで、しょうがい児者やその家族と地域を結び

つける取り組みが進められている。 

・ボランティア養成講座を行うことで、住民に対し関わりを持つきっかけをつくるとともに、

新規ボランティアの獲得を推進している。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・参加者さんと一緒に料理することをとおして、一緒に成長できているような気がします。 

 参加するたびに新たな気づきがあり、新鮮です。（料理サロンボランティア） 

・ボランティアとして参加したことで、特別扱いするのではなくひとりの子どもとして接し

て欲しいというご両親の思いに気づけました。（サマーハウス学生ボランティア） 

・最初はどう接したらいいのかわからず身構えましたが、子どもたちのあどけない笑顔で緊

張も溶けていきました。今年は学校の宿題として参加したのですが、来年は自主的に参加

するつもりです。（サマーハウス学生ボランティア） 

・子どもたちの成長が楽しみで、毎年参加しています！（サマーハウスボランティア） 

 

・ボランティア活動に興味はありましたが、知識も関わりもなく不安だったので、 

しょうがいサポーター養成講座を受講しました。（ボランティア養成講座受講生） 
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○子育て支援ボランティア活動者数(延べ人数) 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

活動者数 

(延べ人数) 
114 117 115   170 

○実施状況報告 

ボランティアとして関わることで、子育てに関する理解と関心を深め、地域ぐるみで子育

てを支援する環境の形成を目指します。 

また、ボランティア活動を通して、子育て支援に関する人材の育成を図ります。 

【事業報告シートｐ．４８】 

 

 

 

 

 

評 価  

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 読み聞かせや工作等イベント等への参加・見守りをとおして、参加親子とのつながりが形

成され、ボランティア活動意欲の向上へとつながっている。 

多くの子育てボランティア活動者・団体がおもちゃ図書館に参画することで、子育て相談

や支援活動の充実が進み、地域ぐるみでの子育て支援体制の拡充が図られている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・定期的にイベントを開催することにより、ボランティア活動者の継続した活動基盤が整備

されている。 

・民生委員児童委員、地区社協、福祉団体等との協働による、絵本の読み聞かせや子育て相

談活動が展開されることで、地域ぐるみの子育て支援活動が推進されている。 

・企画段階からボランティア活動者に加わっていただくことで、様々な視点から事業を企画

することができる。 

【課題】 

・関わっているボランティアが限られてきており、新たな多くの子育てボランティア活動者

に参画いただけるよう周知、支援が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・参加者の笑顔が活動の励みになっています。（ボランティア） 

・子どもやお母さんとふれあうことで、最近の子どもの状況を知り、活動の幅が広がりまし

た。（更生保護女性会） 

・子どもが好きなので、関わる場があり嬉しいです。（ボランティア） 

・孫の世話から手が離れたので、このボランティアを始めました。子どもたちの成長が楽し

みでなりません。（ボランティア） 
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○ボランティア活動者数(延べ人数) 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

活動者 

(延べ人数) 
119 228 166   250 

○実施状況報告 

 学生ボランティア団体と連携し、市内の中山間地域の生活課題の緩和や地域の活性化に取

り組むことで地域交流の大切さや地域課題に向きあう若年層ボランティアの育成を推進し

ています。 

【事業報告シートｐ．４９】 

評 価  

 
【Ｃ】事業の強化または見直しが必要である 

評価コメント 中山間地域における生活課題や地域課題に焦点を当て、ボランティアの人材育成が進めら

れている。若年層・青年層世代に対するボランティア活動・地域福祉活動への参画の基盤づ

くりの推進をとおして中山間地域の抱える生活課題の軽減と互いにたすけあい、支えあう地

域づくりが必要である。 

現在の取り組みは特定の大学サークルとの連携協働にとどまっているため、市内外から幅

広いボランティア活動者の参画を得る仕組みづくりの整備が急務である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・学生ボランティアが年々減少傾向にある中、大学生に向けた中山間地域支援事業（ワーク

キャンプ）の学習会を開催することで９人の参加のうち６名が新たな支援者としてつなが

った。 

・中山間地域での困りごとを地元住民と一緒に取り組み、実際にボランティア活動を経験す

ることで若年層ボランティアが中山間地域に参入していかなければという意欲向上につな

がっている。 

【課題】 

・参加者数が減少傾向にあり、新たな活動者の確保を目指した取り組みが求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・初めてワークキャンプに参加して、また来年もぜひ参加したいと思いました。（学生ボラン

ティア） 

・いろんな人とふれあい、おしゃべりを通して普段しないことが経験できました。ボランテ

ィア活動をして感謝してもらえたことで、参加して本当によかったと思いました。（学生ボ

ランティア） 



長浜市地域福祉活動計画事業評価シート（平成 2７年度年間） 

- 40 - 
 

 

基本 
目標 

活動 
の柱 活動事業および目標到達状況   

だ
し
か
い
な
の
人
づ
く
り 

２
―
③ 

や
り
が
い
・
楽
し
み
を
も
っ
て
頑
張
り
あ
え
る
自
分
（
人
）
づ
く
り 

 

 

 

 

 

○福祉教育受講者数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

受講者数 

（人） 
8,789 8,909 8,261   9,500 

○実施状況報告 

福祉教育を通じて、子どもから大人まで地域福祉やボランティア活動等に対する理解と関

心を深め、福祉活動の担い手となる人材の育成を推進しています。 

【事業報告シートｐ．５０】 

 

 

 

 

 

評 価  

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント   教育機関や企業などの学習の場で福祉教育を進め、延べ８，２６１人が福祉に対する理解

を深め、福祉活動、ボランティア活動を担う人材の育成に取り組めた。 

 今後も、教育機関や企業、地域組織との連携・協働により生活の身近な場所で福祉活動を

担う人材の育成が求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・学校からも年度当初に相談や依頼があり、福祉教育への理解が推進されてきている。 

・自治会や各種団体等の依頼もあり、体験を通して福祉について考える機会になり、「共に学

び共に生きる」意識の向上につながった。 

【課題】 

・住民に対して、福祉教育等の啓発を行い取り組める機会を周知していく工夫が必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・当事者の方のお話を直接お聞きして、しょうがいがあっても様々な工夫で自立した生活

が営めることを知り感銘しました。子ども達も何かを感じてくれたと思います。(４年

担当教諭) 

・手話を教えてもらい、耳の不自由な人の生活を知る事ができました。困る事も多いと聞

き、聴覚しょうがい者にやさしくしたい。(手話を習った４年生) 

・知らない事より、少しでも知っている。この知る機会を持てたことは良かった。今後も

このような機会があれば参加したい。(自治会の参加者) 

・受講後、しょうがい者だけでなく誰に対しても、「目配り、気配り」が必要なことだと

気付いた(自治会の参加者) 
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○ボランティアコーディネート件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

相談件数 

(件) 
287 322 376   230 

内ニーズ調整相談件 

(件) 
266 232 268    

○ボランティア活動保険加入者数 

平成２６年度 3,503 人 

平成２７年度 4,028 人 

○実施状況報告 

ボランティアをしてほしい人とボランティアをしたい人をつなげるコーディネート業務

をとおして、ボランティア活動者がやりがいを持って活動できる環境づくりを推進していま

す。 

また、毎月発行する情報誌の発行やボランティア活動保険の取り扱い等、ボランティア活

動の充実に向けた取り組みを進めています。 

【事業報告シートｐ．５１】 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント ボランティア活動団体(者)と依頼団体(者)を結ぶコーディネート業務をとおしてボランティ

ア活動団体(者)の活性化に向けた取り組みが推進されている。 

平成２７年度は３７６件のボランティア依頼・実施等に対する相談を受け、ボランティア

活動の円滑な活動を支援することができた。 

地域の高齢化やライフスタイル・価値観の多様化等が進む中で、新たなボランティアニー

ズに対応していくことが求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・ボランティア活動を推進する環境整備（マッチング機能・保険加入によるリスク管理等の

推進）の取り組みが進められている。 

・登録団体同士をコーディネートすることにより、団体同士が情報交換を行うことで、やり

がいの持てる活動につなげるとともに活動の輪を広げる環境整備の推進ができた。 

・個々のニーズに対して、ボランティア活動が社会参加の一つととらえ、市民がボランティ

ア活動に参加できるよう情報発信を行っている。 

【課題】 

・個人のニーズに対応していくための、ボランティア活動者の開拓が求められている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・いつも施設行事を楽しく盛り上げていただけるボランティアさんを紹介していただき助か

っています。(施設職員) 

・長浜市内全体を幅広く把握しているボランティアセンターから、同じ活動内容の団体を紹

介してもらい、情報交換ができよかった。(ボランティア団体長) 

・昨年度に役員さんから、ボランティアセンターで夏祭りのイベント企画を相談したと聞き、

今年も頼みます。（自治会長） 
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○相談窓口設置数（福祉生活相談・よろず相談） 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

生活相談 

（ヶ所） 
2 2 ２   2 

よろず相談 

（ヶ所） 
8 8 ３   2 

○実施状況報告 

現在、長浜センターおよび木之本センターの 2 か所に相談員を配置し、市民の身近な相

談窓口として生活相談を実施しています。 

また、よろず相談を 8 か所で開催し、市民の身近な生活上の悩みや心配ごとの相談窓口

として運営しています。平成２７年７月からは、よろず相談窓口を市内３カ所に集約し、効

率的な運営に努めました。 

【事業報告シートｐ．５４】 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 相談の質を高めることを目的として相談窓口を集約し、相談員（専門職等）の適正配置を

行うことで専門的な相談体制整備が進められている。 

また、生活相談では電話相談対応や訪問面談等の実施することで、相談者に寄り添った相

談支援の提供が図られている。 

相談員の援助技術向上に向けた研修が実施され、専門的な相談に対応するための基盤づく

りが推進されている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・住民の身近な課題や悩みを気軽に相談できる窓口が整備されている。 

【課題】 

・専門性が高く、複合化する生活相談に対し的確な対応が求められるなか、幅広い知識を有

した相談員の配置が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・無料で気軽に相談に乗っていただけたのでとてもありがたかったです。 

（よろず相談利用者） 

・成年後見制度の利用は、内容が難しく敷居が高く感じていましたが、丁寧に制度説明や申

し立て手続きまで手伝っていただき、とてもありがたかったです。 

（成年後見制度相談者） 

・妻や子どもを抱え失業し生活費にも困っていましたが、じっくりと話を聞いていただいた

うえで、貸付制度（生活福祉資金）を勧めていただきました。当面の生活費を確保し、安

定した仕事を探すことができました。今後は、頑張って返済していきたいです。 

（生活福祉資金総合支援事業利用者） 
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○生活相談員の設置 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

生活相談 

（人） 
6 7 ８   7 

○実施状況報告 

 社会福祉士・介護支援専門員・しょうがい者相談員等を複数配置して生活課題を抱える

方々の幅広い相談を受け、必要な制度の紹介や手続きについて支援をしています。 

【事業報告シートｐ．５４】 

 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 生活相談員を市内 2 か所に配置し、行政関係機関等との連携で地域住民の生活課題に幅広

く対応できる体制が推進されている。 

福祉の総合相談窓口の専門職として、市民のセーフティネット機能として役割が果たすこ

とを目的に、多職種とのさらなる連携と質の向上が求められている。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・地域住民の生活課題に対して、手続き支援や制度紹介等を提供することができている。 

・生活相談員の質を高める取り組みを進め、幅広い相談に対応できる体制整備が進められて

いる。 

【課題】 

・多様化する生活相談に対応するため、質と知識の向上が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・様々な相談窓口が連携することで、市民の生活課題解決に向けた窓口として役割を担って

いただいている。（関係機関から） 

・行政だけでは解決できない課題にも積極的関わり、相談者の目線で支援いただけるので頼

りにしています、（民生委員児童委員） 
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○個別支援計画策定件数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

策定率 

（％） 
95 95 95   95 

○実施状況報告 

「長浜市避難支援・見守り支えあい制度」申請に対し、自治会長や民生委員児童委員との

連携のもと、個別支援計画が策定されるよう制度説明や相談を行っています。 

個別支援計画策定をとおして、自治会内で当該制度を活用した見守り支えあい活動が促進

されるよう、制度を活用した事例の紹介などを行い、地域で見守りが必要な人の支援体制を

推進しています。 

【事業報告シートｐ．５５】 

 

 

 

 

 

 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 地域関係者（自治会長や民生委員児童委員等）への説明や学習会、研修会をとおして、地

域住民の見守り活動・支えあい活動の理解と避難支援・見守り支えあい制度の活用が図られ

ている。 

平成２７年度は地域福祉コーディネーターが自治会への働きかけを行い、要援護者と支援

者をつなげる体制構築が図られた。 

制度登録者数の減少や地域間の差等制度の運用に対する課題は大きく、地域住民の見守り

体制構築に関する意識啓発による、見守り支えあう地域づくりに向けた取り組みの推進が必

要である。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・自治会役員、民生委員児童委員など、地域内の要援護者と支援者とをつなぐ地域リーダー

等に対して、重点的に制度説明や活動紹介を行い、制度登録者数の増加や個別支援計画の

策定率の向上だけでなく、支えあい活動の実践に向けた働きかけができている。 

・制度登録と併せて、「命のバトン」や「防災・福祉マップ」など、防災や地域の見守り活動

に対する住民意識の向上が図られている。 

【課題】 

・登録者数が減少傾向にあり、地域間の差もあるため市制度と地域住民活動との協働体制の

あり方に関する検討が必要である。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・登録が進むことで、自治会内でいざという時の避難支援の役割分担を進めることができま

した。（自治会長） 

・「日ごろ元気にしているサイン」を学び、気を遣いすぎない見守り活動に活かしています。 

（民生委員児童委員） 

・地域の中で民生委員さんや自治会の皆さんに支えていただける安心感が持てています。 

（制度登録者） 
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○地域・介護連携会議開催回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

開催回数 

（回） 
44 48 19   12 

○実施状況報告 

地域福祉担当者と介護事業担当者の連携と協働により、それぞれの立場から把握する地域

課題、生活課題等について課題分析や共有化を図り、地域ニーズに応じた新たな福祉サービ

スの提案や活動につなげる取り組みを行っています。 

【事業報告シートｐ．５６】 

 

 

 

 

 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 介護の専門職と地域支援の専門職が連携し、生活課題や地域課題などを把握・共有する中

で、課題解決に向けた新たな取り組み、活動の企画・提案機能の整備が図られている。潜在

化する課題こそ、複数の専門職や地域住民との連携が必要となることが多く、円滑な情報共

有により、支援を必要とする人の生活課題や地域の課題について多職種が連携し、改善に向

けた取り組みが進められている。 

平成２７年度は専門職が連携するための情報共有の手段について検討が進められ、仕組み

がつくられた。今後も多職種が連携、協働することで、地域の様々な課題解決に向けた取り

組を進め、新たな福祉サービスの企画・立案を図っていくことが求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・潜在化する個別課題や地域課題を看過せず、気づきを共有できる取り組みの仕組みがつく

られた。 

・地域課題に対し、専門職の連携によって解決に向けた検討の体制整備が進められている。 

・地域支援の専門職と介護の専門職が連携することで、地域ニーズに応じた新たな福祉サー

ビスの提案や活動が進められている。 

・地域課題や生活課題を抱える人を支援する多職種のネットワークが整備されている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・職務中の「気づき」を放っておくことなく、つなげる場ができ心強い。（デイサービス職員） 

・ひとりの専門職だけでは解決が難しいことも、複数の専門職がチームとなって取り組むこ

とで解決の糸口が見えてきました。（介護事業課） 

・日ごろの業務で気になることに気づいたとき、情報共有できる仕組みができたので、連携

を図ることができます。（地域福祉担当者） 

 

 

  

地域・介護連携会議 
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○地区活動計画策定数・率 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

策定数 

（ヶ所） 
― 4 15   15 

策定率 

（％） 
― 27 100   100 

○実施状況報告 

長浜市地域福祉活動計画と連携し、市内 15 地区に応じた地域福祉を推進するため、地域

住民と地区活動計画の策定に向けた協議を始めています。また、懇談会を進めるに当たり、

市行政との連携も図り、地域住民と行政が連携した地域福祉を進めます。 

【事業報告シートｐ．５７】 

 

 

 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 地域福祉活動の課題や展望、これからの活動方針などが、住民の主体的な話しあいにより

進められ、全地区で地区版地域福祉活動計画が策定された。 

住民懇談会での展望や活動方針が、これからの地域福祉活動の基盤となり、地域の各組織・

団体の具体的な事業計画等に反映されるなど、着実に地域福祉活動の推進が図れている。 

今後は、計画の進行管理や新たな活動の展開を目指した地域課題やニーズを協議、検討、

共有できる話し合いの場の開催が求められる。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・全地区において地区版の地域福祉活動計画の策定が進められ、これからの地域福祉の方向

性や活動指針が地域内で共有されている。 

・身近な地域の福祉課題やニーズを住民が主体的に話し合うことで、解決に向けた取り組み

の糸口が見えてきている。 

【課題】 

・地区版計画の進行管理や新たな活動の企画・実施を展開していくための仕組みづくりが求

められている。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・日ごろの活動も「なんとなくやる」のではなく、目標と目的をもって取り組みを考えるこ

とが、やる気につながってきます。（地区社協役員） 

・できることから、無理をせず、一歩一歩着実に目的地に向かってみんなで進んでいきたい

です。（福祉団体代表者） 

・計画を無駄にすることなく、しっかりと振り返りなどの進捗管理を行っていきたい。 

 （地域づくり協議会役員） 
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○災害ボランティアセンタースタッフ数・訓練回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

ボランティア 

人数 
37 44 61   80 

訓練 

（回数） 
2 2 ２   2 

災害ボランティア

養成講座の開催 
1 1 1   1 

災害ボランティアセ

ンタースタッフ研修 
  ２   ２ 

 

○実施状況報告 

自分たちの地域を守る仕組みを学び、災害時における災害ボランティアセンターのボラン

ティアスタッフの養成をしています。 

【事業報告シートｐ．５８】 

 

 

 

 

 

 

 

評 価  

 
【Ｂ】おおむね達成できている 

評価コメント 災害発生後の復旧期・復興過程において、市内外からのボランティア活動者が円滑に活動

できる体制づくりを進めるために平時より災害ボランティアセンタースタッフの人材を育成

していくことが求められている。 

平成２７年度は、災害ボランティア養成講座をとおして新たに１７名の災害ボランティア

センターの運営支援者を育成し、災害時に備える体制整備が推進された。今後も継続して、

大規模災害時における復興支援窓口の一翼を担う災害ボランティアセンターの機能強化が求

められる。  

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・養成講座後、登録されたスタッフの研修において、災害ボランティアセンターの運営につ

いて知識を深め、避難所運営ゲームＨＵＧを実施することにより、平時からボランティア

スタッフの人材育成が行われている。 

・出前講座等において、「災害ボランティアセンターの役割」等を伝えることで、災害に対す

る備えや復興支援活動に対する地域住民の意識向上が図られた。 

・災害ボランティアによる常総市の災害ボランティア活動をとおして、センターの運営や役

割、必要性を体験から学ぶことができた。 

【課題】 

・災害ボランティア養成講座受講後、定期的に研修を実施し災害ボランティア運営支援者の

スキル向上が求められる。 

主な参加者・住民の

評価・声 

・よくテレビで災害ボランティアセンターの映像が映るが、今日の訓練で災害ボランティア

センターの役割が良くわかった。（総合防災訓練に参加の登録ボランティアスタッフ） 

・来年はボランティア登録して災害ボランティアセンタースタッフとして訓練に参加したい。

（総合防災訓練に参加の地域住民） 

・災害は怖いけど予防はできん、発生した時のボランティアさんの役割は大きいと改めて思

いました。（総合防災訓練に参加の地域住民） 

・避難者運営ゲームＨＵＧを何回行っても、答はないしわからん、実際にはどうなるのかな、

心配です。(研修参加者) 

・滋賀県災害時要援護者支援ネットワークに参加して、県の危機管理センターの見学もでき、

いろんなことが学べる機会を持てた。(研修参加者) 
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○地域福祉コーディネーター設置数・研修回数 

年  度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

設置数 

（地区） 
15 15 15   15 

設置率 

（％） 
100 100 100   100 

○実施状況報告 

地域住民とともに各地域の実情に応じた地域福祉活動を展開するため、１５地区に担当地

域福祉コーディネーターを配置し、住民主体の地域福祉活動を支援しています。 

【事業報告シートｐ．５９】 

 

 

 

 

評 価  

 
【Ａ】達成できている 

評価コメント 市内１５地区に地域福祉コーディネーターを配置することで、地区社協の支援をはじめ地

域福祉に関わる団体や活動、地域住民との連携や協働体制構築の取り組みが進められている。 

平成２７年度は、地域支援活動とともに特に高齢者等の生活支援体制の構築、地域住民に

よる見守り・たすけあいによる支えあいの地域づくりを進めるため、生活支援コーディネー

ター（介護保険制度）の設置検討について協議が進められた。 

主な事業成果 

および課題 

【成果】 

・地区内の様々な地域福祉活動に対し、面的な支援や関わりに取り組むことができている。 

・福祉活動団体のつながりや連携を取ることができている。 

 

 

主な参加者・住民の

評価・声 

・各団体とつながりをつくってくれるので、地域内のやりとりがスムーズになりました。 

 （福祉活動団体代表者） 
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